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簿龍紙憲鐵期魏てい叢す

ジュカさんの風船マジックに
　　　　　　　　子供たちは大喜び

スキーカー㌧ニバル3／25

圃團回團
おめでた（出生）

健人ちゃん　著月修・…・玲子さん

　　　　　　　藤倉（陶大鑓）

おくやみ（死震〉

山摩　石松さん　77歳新　由（林）

蕎橋　重次さん80歳天水島〈重　内）

腐橋禰蔵さん88歳天水島（宮下〉

滝沢　彦治さん　75歳　松之由（木入場〉

＊2月主ε1から2月28βまでの騒出分です。

塞広報に載せてほしくない方は、屈繊の時に

窓欝に：お話ください。

⑳◎⑱㊧
　　　　　2月28蚕ヨ環難

総入口　3208人（一3〉

　男　王，549人（一3〉

　女1，659入（0）
盤帯数　1，亘7芦（一1）

　　　（〉内は蔚月との比較

町民憲章，醐，麟，月綻

わたしたちは松之由職斑です、郷烹を愛し、

みんなでよりよい醗づくりをしよう。

驚民の禽欝葉

　ま、美しい縁と碧の串で

　　　　心駿かな人になろう
三、ブナの縞が触れ合うように

　　　　連体の心をもとう
三、湧きいづる湯東のように

　　　　麟造のカを腐めよう
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「
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燕
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評論
楽しいお蕉月も遍ぎて、三月狐縫のどんどやきの醸が来まし

た．しめ縄や松かざり、だるまも火にくべて、お疋月をしめく

くります。轡を立てて燃えるどんどやきの炎は、ます談す激し

く燃えさかります．どんどやきの思い出がよく描けています。

◇2月の鐵来事

49　松之由スキー競技大会

8露　集落総ぞ毫会

鎗沼　豪雲塾捻撮まで

◇3月10R～4月6費の予定

8β松中卒業式
23澱　町内小学校卒業式

25β　スキーカーニバル

5・12・19・26休業

砿
翠の湯は4月まで冬季鉢業とな妙ます。

　
〕
…
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ノ

ヘ
夢
日
記
よ
り

　
　
鍛
近
、
鱈
で
発
電
が
で
き
る
と
い

．
う
認
を
闇
き
ま
し
た
。
露
と
地
熱
と

　
の
温
度
差
を
利
期
し
て
発
電
す
る

㎜
も
の
で
す
。
松
之
磁
で
は
鷹
カ
月
問

　
欝
に
埋
も
れ
ま
す
か
ら
、
安
定
し
た

　
電
力
嫉
給
源
に
な
る
で
し
よ
う
．

　
　
ま
た
、
雲
は
夏
ま
で
保
存
す
る
こ

ー
と
に
よ
り
、
家
羅
矯
の
冷
虜
に
も
な

ー
り
ま
す
。
か
な
り
大
き
な
施
設
が
必

　
要
で
し
ょ
う
が
、
環
壌
問
題
が
深
刻

　
化
し
て
い
る
中
、
雲
は
豊
窟
な
水
を

　
供
給
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
切
な
エ

　
ネ
ル
ギ
ー
資
源
に
な
る
よ
う
な
気

　
が
し
ま
す
．

　
　
矯
が
一
㎏
い
く
ら
で
売
れ
る
よ
う

　
に
な
れ
ば
醗
根
の
雲
下
ろ
し
も
励

　
み
に
な
る
の
で
す
が
…
…
．
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前年比2。9％増

自然と共生する魅力あるまちづくりに

轍13年度53億2186万円

〔講鶉齪，、，万円〕

　
平
成
十
三
年
度
予
算
が
三
月
定
例
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
㎜
般
会
計
と

特
別
会
計
の
総
額
は
、
五
十
三
億
二
千
養
八
十
六
万
円
で
前
年
度
に
比
べ
て

二
・
九
％
の
堰
に
な
り
ま
し
た
。
今
隼
度
予
算
の
特
徴
と
し
て
は
、
　
｝
般
会
謝

で
は
、
里
創
プ
ラ
ン
事
業
で
美
人
林
周
辺
に
体
験
交
流
拠
点
を
設
讃
・
建
築
し

蒙
す
。
特
罰
会
謙
で
は
、
兎
口
集
落
に
上
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
他
、
松
之
山

簡
易
水
道
施
設
の
見
直
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

入
っ
て
く
る
お
金
（
歳
入
）

購蕪擁蕪ll翻
i羅響羅書1醜

　
地
方
交
付
税
は
、
麗
が
町
に
対
し
て

　
行
政
に
必
要
な
財
源
を
交
樗
す
る
も

　
の
で
、
歳
入
全
俸
の
餌
九
・
七
％
を

　
薦
め
ま
す
が
、
虫
年
と
ほ
ぼ
岡
額
を

　
見
込
ん
で
い
譲
す
、

　
町
債
は
、
町
が
園
や
金
融
機
関
か
ら

　
僑
り
入
れ
る
お
金
で
す
が
、
璽
翻
ブ

平成等3隊度一般会欝・特別会誹

　籔　分諺予算額ユ前戦
脚｝ 嘩

r備 ｛

｝， ｝

一

一
　ノ　ヌ　めハドむヤ　ハ　　　　　　　　　　　　と　　　　　　リ　　リぬヤ　ワワ　ヤ　ロ　　ぜ　げ　る　づ

　號介護㎜す

議畿、億欝1
稼齢業卜』2億㈱瀟
谷　麹士53億獺珊

ラ
ン
で
美
入
林
周
辺
に
体
験
交
流
拠

点
施
設
を
建
設
す
る
た
め
に
五
七
・

三
％
増
え
ま
し
た
。

県
支
轡
金
は
、
町
が
藝
業
を
行
う
上

で
県
が
出
す
負
撫
金
や
補
助
金
で
す

が
、
十
二
葎
度
で
町
道
松
欝
大
競
芦

線
の
改
農
や
森
林
窪
間
総
合
整
備
事

業
が
完
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、
繭
嬢

対
比
黛
照
・
八
％
減
り
ま
し
た
。

町
税
は
、
去
葎
と
ほ
ぼ
岡
額
を
見
込

ん
で
お
り
、
市
町
種
民
税
や
、
闘
建

資
産
税
、
軽
自
動
庫
税
、
町
た
ば
こ

税
、
入
湯
税
な
ど
が
愈
ま
れ
て
い
ま

す
．繰

入
金
は
、
大
き
な
事
業
の
町
負
担

分
を
財
致
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て

一
般
会
誹
に
繰
り
入
れ
も
の
で
す
が
、

宏
無
と
ほ
ぼ
問
額
を
晃
込
ん
で
い
ま

す
．使

罵
料
及
び
手
数
料
は
、
町
の
施
設

を
使
用
し
た
際
、
住
践
か
ら
い
た
だ

た
使
用
料
や
行
政
の
各
種
談
明
書
な

ど
認
す
る
手
数
料
の
こ
と
で
す
が
、

去
年
と
ほ
ぼ
岡
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

平成捻年度一一般会計（単位千円）歳入

鱗
瞬
」
毒
↓
「
　
コ
…
コ

決算額　前葎比（％

璽，690，000　△3、4

694，200　　57．3

3遷5，929　△34，8

223，936　△0．3

得5，5等8　△0．6

73，868　　2．4

44β93　△54．3

」　　　　　も
39，781　△α5

38，000　　　2．7

28，042　ムマ2．7

に項　　　髭

灘縫出金

町税

繰入金

鍵罵量及び手数料

国庫支鐵金

纏器負担金王ll：瓢△，iilil

墨一金壌誕△　1
自動牽取縄勢交盆金　　．．　20，0Go　i全　9，1　1

嘩麩．．、．璽1△鰍
け金 20

筆3

6

　　　。分握金及び負擾金α8％

　　　譲収入α8％
　　　地方消費税交付金0、7％
　　　i脅動車取得勢交付金0．6％

36％縫騒妻麟銚
　　　・地方特理父付金O．3％

騰舞
分撞金及び負翼

諸収入

地方消費税交季

自動牽取縄勢3

財産収入

2

多
隠
緬
…
塗
職
…
…
」
ヂ
む

地方交1謬税

　　　　49．7％

　　　　地方譲与税　1。篭％

鯛謡蘂鶏
｝
．

．轟7）蝋

驚税／6．6％

9．3％藁支嵐金

町　債

　　　20．4％

　災審普旧費α2％
　予備費o．隆％

／㎜㎜皿㎜　㎜㎜㎜

総務費

　　　26．2％

農林水産業費

　　　絡β％

　
＼

ぺ＼
　
＼

　
、

　
　
～

　　　　議会費綿％

　　5肖防費2．9％

　商工費4。ア％

　　　　　　　　ペヤヘ

離蜘肱＼／く

歳出

平成欝年度一般会謝く単位千円

費
％

木
器

土
1

教韻＼
a3％

罠生費

黛鞭予算額 繭年箆（霧）

穰89a28董
49．等

途費 543，432 △27焔

423，627 △織1
37；，617 △　3．葦

358，94璽 2．2

282，366 2α2
調192，764

△　42

16t442 △2葉．5

99ρ69 △　漂、3

62，810 α7

葦 6，263 △9α3

4，955 3β

377 △織7
56 △356

3，400，0GO △α9

総務費

縫iii
農林水産業

費
費
費

木
債
生

土
公
髭

費
費
費
費
費

育
生
工
防
会

教
衛
商
消
議

平
巨
し
…

災憲普頃費

予備費

労働費

諸支出金

國
康
支
幾
金
は
、
驚
が
事
業
を
行
う

上
で
醗
が
出
す
賃
撞
金
や
補
助
金
で

す
が
、
蜜
年
度
の
大
き
な
災
審
復
照

や
除
霧
機
械
の
購
入
分
が
減
り
、
崩

薙
対
比
五
㎎
・
三
銘
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

分
握
金
及
び
負
擦
金
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
た
人
が
支
払
う
秘
穰
料

金
で
す
が
、
今
奪
度
は
中
由
闘
地
域

総
合
整
備
事
業
の
箏
業
量
の
滅
少
に

俸
い
分
撫
期
も
減
少
し
、
　
ご
竿
七

爆
の
減
に
な
り
ま
し
た
。

使
わ
れ
る
お
金
（
歳
出
）

総
務
費
は
、
璽
創
プ
ラ
、
ノ
事
業
で
美

人
林
周
辺
に
体
験
交
流
の
拠
点
施
設

を
設
計
・
建
設
す
る
こ
と
か
ら
、
事

業
霊
体
で
あ
る
十
鷺
町
地
域
広
域
事

務
組
瓜
葺
に
鮒
す
る
負
、
撮
金
が
増
え
、

繭
葎
対
比
鰻
九
・
…
％
の
堰
と
な
り

ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
は
、
東
撫
集
落
集
会

勝
が
建
設
さ
れ
ま
す
が
、
森
林
窒
糊

総
含
整
備
事
業
や
簿
道
松
鷺
大
茂
芦

線
改
良
の
完
了
に
俸
い
、
鶴
薙
対
地

瓢
七
よ
ハ
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

土
木
費
は
、
湯
由
カ
ニ
沢
線
の
改
良

工
箏
や
町
道
の
維
持
管
理
、
町
遵
の

除
難
が
叢
な
内
客
で
す
が
、
除
饗
機

械
の
購
入
費
が
滅
少
し
、
醜
奪
対
比

一
〇
・
｝
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

教
欝
費
は
、
松
之
山
小
学
校
の
防
欝

ユ
事
の
大
幾
模
改
造
を
行
う
た
め
鶴

年
対
此
工
○
・
篇
銘
の
増
と
な
り
ま

し
た
．

商
工
費
は
、
松
之
由
温
泉
駿
蔵
場
の

整
騰
工
事
の
完
了
に
よ
り
繭
葎
鰍
比

二
、
・
五
箔
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

災
審
復
蹟
費
は
、
去
傑
と
比
較
し
大

き
な
災
霧
が
無
く
、
餉
葎
鮒
比
九
〇
・

三
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
．
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．使

罵
料
及
び
手
数
料
は
、
町
の
施
設

を
使
用
し
た
際
、
住
践
か
ら
い
た
だ

た
使
用
料
や
行
政
の
各
種
談
明
書
な

ど
認
す
る
手
数
料
の
こ
と
で
す
が
、

去
年
と
ほ
ぼ
岡
額
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。

平成捻年度一一般会計（単位千円）歳入

鱗
瞬
」
毒
↓
「
　
コ
…
コ

決算額　前葎比（％

璽，690，000　△3、4

694，200　　57．3

3遷5，929　△34，8

223，936　△0．3

得5，5等8　△0．6

73，868　　2．4

44β93　△54．3

」　　　　　も
39，781　△α5

38，000　　　2．7

28，042　ムマ2．7

に項　　　髭

灘縫出金

町税

繰入金

鍵罵量及び手数料

国庫支鐵金

纏器負担金王ll：瓢△，iilil

墨一金壌誕△　1
自動牽取縄勢交盆金　　．．　20，0Go　i全　9，1　1

嘩麩．．、．璽1△鰍
け金 20

筆3

6

　　　。分握金及び負擾金α8％

　　　譲収入α8％
　　　地方消費税交付金0、7％
　　　i脅動車取得勢交付金0．6％

36％縫騒妻麟銚
　　　・地方特理父付金O．3％

騰舞
分撞金及び負翼

諸収入

地方消費税交季

自動牽取縄勢3

財産収入

2

多
隠
緬
…
塗
職
…
…
」
ヂ
む

地方交1謬税

　　　　49．7％

　　　　地方譲与税　1。篭％

鯛謡蘂鶏
｝
．

．轟7）蝋

驚税／6．6％

9．3％藁支嵐金

町　債

　　　20．4％

　災審普旧費α2％
　予備費o．隆％

／㎜㎜皿㎜　㎜㎜㎜

総務費

　　　26．2％

農林水産業費

　　　絡β％

　
＼

ぺ＼
　
＼

　
、

　
　
～

　　　　議会費綿％

　　5肖防費2．9％

　商工費4。ア％

　　　　　　　　ペヤヘ

離蜘肱＼／く

歳出

平成欝年度一般会謝く単位千円

費
％

木
器

土
1

教韻＼
a3％

罠生費

黛鞭予算額 繭年箆（霧）

穰89a28董
49．等

途費 543，432 △27焔

423，627 △織1
37；，617 △　3．葦

358，94璽 2．2

282，366 2α2
調192，764

△　42

16t442 △2葉．5

99ρ69 △　漂、3

62，810 α7

葦 6，263 △9α3

4，955 3β

377 △織7
56 △356

3，400，0GO △α9

総務費

縫iii
農林水産業

費
費
費

木
債
生

土
公
髭

費
費
費
費
費

育
生
工
防
会

教
衛
商
消
議

平
巨
し
…

災憲普頃費

予備費

労働費

諸支出金

國
康
支
幾
金
は
、
驚
が
事
業
を
行
う

上
で
醗
が
出
す
賃
撞
金
や
補
助
金
で

す
が
、
蜜
年
度
の
大
き
な
災
審
復
照

や
除
霧
機
械
の
購
入
分
が
減
り
、
崩

薙
対
比
五
㎎
・
三
銘
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

分
握
金
及
び
負
擦
金
は
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
た
人
が
支
払
う
秘
穰
料

金
で
す
が
、
今
奪
度
は
中
由
闘
地
域

総
合
整
備
事
業
の
箏
業
量
の
滅
少
に

俸
い
分
撫
期
も
減
少
し
、
　
ご
竿
七

爆
の
減
に
な
り
ま
し
た
。

使
わ
れ
る
お
金
（
歳
出
）

総
務
費
は
、
璽
創
プ
ラ
、
ノ
事
業
で
美

人
林
周
辺
に
体
験
交
流
の
拠
点
施
設

を
設
計
・
建
設
す
る
こ
と
か
ら
、
事

業
霊
体
で
あ
る
十
鷺
町
地
域
広
域
事

務
組
瓜
葺
に
鮒
す
る
負
、
撮
金
が
増
え
、

繭
葎
対
比
鰻
九
・
…
％
の
堰
と
な
り

ま
し
た
。

農
林
水
産
業
費
は
、
東
撫
集
落
集
会

勝
が
建
設
さ
れ
ま
す
が
、
森
林
窒
糊

総
含
整
備
事
業
や
簿
道
松
鷺
大
茂
芦

線
改
良
の
完
了
に
俸
い
、
鶴
薙
対
地

瓢
七
よ
ハ
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

土
木
費
は
、
湯
由
カ
ニ
沢
線
の
改
良

工
箏
や
町
道
の
維
持
管
理
、
町
遵
の

除
難
が
叢
な
内
客
で
す
が
、
除
饗
機

械
の
購
入
費
が
滅
少
し
、
醜
奪
対
比

一
〇
・
｝
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

教
欝
費
は
、
松
之
山
小
学
校
の
防
欝

ユ
事
の
大
幾
模
改
造
を
行
う
た
め
鶴

年
対
此
工
○
・
篇
銘
の
増
と
な
り
ま

し
た
．

商
工
費
は
、
松
之
由
温
泉
駿
蔵
場
の

整
騰
工
事
の
完
了
に
よ
り
繭
葎
鰍
比

二
、
・
五
箔
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

災
審
復
蹟
費
は
、
去
傑
と
比
較
し
大

き
な
災
霧
が
無
く
、
餉
葎
鮒
比
九
〇
・

三
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
．
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老人保健特別会議

70歳以、Lの老人医療の給樗に・

国民健康保険特溺会計

入院や外来の躍療最総樗ゆ9一・・

蕎額な医療費の負撞軽減に・・

鐵産～時金（1人30万円〉一

葬祭費（王人4万円〉…一

人聞ドックの助成に一…

・・声5｛意627万欝ヨ

・・一・・　　　　1億5，2go万薪弩

　　・・一・◆　　　2，500万垂；騒

　　　　　　　・30万円

　　　　　　・捻0万ドi

　…・　　　　　　831万門

介護保険特別会欝

介護サービス総付費…一…一一一・　　2億6，939万円

介護購講奢の調糞費期に一　　　・一　　　　　鶏7万円

高額介護サービスの負担軽減に・　　　　　　　　72万円

認定審資会の運営に・…　　　　　　　　　　　　2欝万円

オムツの給穂一・　　　　　　　　　　　　　3（κ）万門

居宅介護サービス事業特別会計

訪問介護、訪問入浴、家事援助などのサービスに

　　　　　　　　　　　　　…一・……・…　　2ラ930万F弓

簡易水道事業特別会計

兎照集落内に水道管を埋設

松之山浄水場の敷地の調糞、造成

松之山、湯由、趨手、松口簡易水道の接続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1毒慧352万P3

中央監視設備の整備…一………一φ・・一一…5，445万円

π£事に1葎う管露の奉多設…………・…一・・……一幅…642万円

施設を維持管理する経費一一一・…一㌻…一2，479万円

水質検賓の費矯……………・…や…・・……………・・鍛5万円

滅爵薬最等の購入……一φ………・・…一…一…欝0万円

●下水道事業特別会計

天水越地区、兎口地縫の下水道整備に

松之由浄化センターの管理費に・

マンホールポンプ管理費・………

圭看意5，8（）01万lq

　　2，439万円

　　玉．26圭．万円

5

土木費

湯出ガニ沢線改食工事鷲7㍍に一……一・…か・3，090万し鍔

松之由湯泉線歩道設灘爲0㍍の郷負撞金………900万円

松代松之出線（下綴手集落内）の町負撫金……700万溌

月地松代線歩道設置の町賃撞金…・・………一…　330万穆

購遵の維持管理（草刈りと除華、道驚の修繕、漂材料

の支給、集落道生コン舗装の補助、安全施設の設置〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i，369万葎弓

豊鑓集落内の河規公園の整備・…一一…一・“王，600万円

町道の除霧に一…一や…・・……………・一一・駄00（）芳円

璽ぴ落としや欝騎場の雲鎚理の重機僑り上げ

　　　　　　　＿一一・一・一》・・属一匹・一…………ゆ・一◆‘◆・鳳4767享1：弓

羅灘道銘の確保……………一…一φ……………・・澱0万円

除雲機械の維持管理に・……………・亭…………2，扮9万円

保安要麹）確保に・…一一・……一一一・一978万円

歩行型小型除露機導入の助成・…・…一・…一・…絡4万円

町営往宅の管理費…・9一一…一◆一……◎・一工．8騒万円

　　　　　　縢

懇
演
ー麟

　
　
融
鑑
鱒

消防費

十鷺町地域広域穣務組含に賃撞金として

　　　　　　　　　・…　　　　　　　　　9，635万円

瞥根集落に防火水槽を新設の町負撞金・…や　　4｛M万円

教育費

体験学習のために・一…

学溺贔や給食費の援助一…

学校給食米を地元産に………

大会患場の経費を補助…・……

図書・楽離など教材の購入に・

中学校スク～ルバスの購入に

松之磁小学校の大規模改造に

出鹸のパソコン講習に．……

捧験交漉事叢に・レ……

各種数塞・講座の醗催に…・・

スポーツ濡動の普及に◆一

　2337ヲドま

　　32万湾

　　29万轡

　王oo万罵
　233フヲ』拝強

　771万1：弓

・3，398万円

　460万1：彗

一　　974フヲド垂

　王43万円

　　三＆茎万円

⑭
医
紳
施
導

農林水産業費

小規模基盤整備事業・…　　　　　　　　　　　2，欝0万円

農業機械銀行り一一ス事薬・一……　　　　　　2，096万円

東由集落集会所の新築・……・　　　　　　　2，226万円

撮い手公敏への支援に・…・・　　　　　　　　　668万円

直接支払いで集落協建1に支払われるお金

　　　　　　　　　　　　　　　　・1億4，9！3万円

農業農村の活性化に・……・　　　　　　　　2．050万円

畜産の振興及び牧場の運営に・一・　　　　　　698万鍔

農道三三桶五十子単線の整備に一・　　　　　3，5鱗万穆

農地や農業施設の簡易な整備・補修・　　　　三，527万鍔

棚鐡ハー一ブ園の整備に…・一一　　　　　　　4，766万円

都会の皆さんにふる讐貸農園・・一…　　　　　雛3薄円

林道上籔池線の舗装54〈）㍍一・…・一　　　　　2，02Q万円

林道須由美人林線の闘設雑㍍一…　　　　・2，306万』円

羅

商工費

キャンプ場の管理運営に一

スキー場の管理運営に…7　　・…や

温泉センターの管理運営に・

…・風　459万円

　4，959万穆

　玉，948万円

総務費

参議院選挙の費場に・や

広報まつのやまの発行に・…・

定住奨励金として1人5万円……

東頸バス運行費補助金…”

美人林周辺に体験交流の拠点施設を建設

民生費

編疑タクシーの助成・・……一

シルバー人材センター運営費の助成・

勇体瞳霧者施設入所費……・

更正医療及び補裟具の給付…

重度心身障害：春の助成…雪一

精神瞳害考医療費の助成一

老人クラブヘの助成・…・

蕩齢渚や障審者の住宅改造の助成…

老人デイサービスの助成…

養護老人ホーム入藤費・一・

老人懇いの家運営に……アや

　602万円

　315万円

　59石円
ま，380万円

4億5，349万円

　　　　151万鰐

・・一　　　王34万跨

　　　　498難工1

　　　　ユ87万円

　　　　229’万円

　　　　156万円

　　　　n8万円

　　　　三50万円

　　　　澱9乃円

　　　王，443万円

　　　　186万鍔

衛生費

総合検診や成人病検診に…

乳児隊療の助成に一

幼兜鷹療費の助成に…

予防接種に・…

健康づくりに・・

健康教室・健康相談・・

津南地域衛生施設組舎への負撞金・

組立式集塵箱の助成……

生ゴミコンポストの助成…

生ゴミ処理機の助成一……

合鍵魁理浄化槽の設置に補助金一

工，694万糊

　　78、万鍔

　　55万円

　　57万円

　　99万円

　　71万円
・5，37王万iユ：垂

　　ま0万円

　　4万円
　　50万円
箋．33工一万ド1
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老人保健特別会議

70歳以、Lの老人医療の給樗に・

国民健康保険特溺会計

入院や外来の躍療最総樗ゆ9一・・

蕎額な医療費の負撞軽減に・・

鐵産～時金（1人30万円〉一

葬祭費（王人4万円〉…一

人聞ドックの助成に一…

・・声5｛意627万欝ヨ

・・一・・　　　　1億5，2go万薪弩

　　・・一・◆　　　2，500万垂；騒

　　　　　　　・30万円

　　　　　　・捻0万ドi

　…・　　　　　　831万門

介護保険特別会欝

介護サービス総付費…一…一一一・　　2億6，939万円

介護購講奢の調糞費期に一　　　・一　　　　　鶏7万円

高額介護サービスの負担軽減に・　　　　　　　　72万円

認定審資会の運営に・…　　　　　　　　　　　　2欝万円

オムツの給穂一・　　　　　　　　　　　　　3（κ）万門

居宅介護サービス事業特別会計

訪問介護、訪問入浴、家事援助などのサービスに

　　　　　　　　　　　　　…一・……・…　　2ラ930万F弓

簡易水道事業特別会計

兎照集落内に水道管を埋設

松之山浄水場の敷地の調糞、造成

松之山、湯由、趨手、松口簡易水道の接続

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1毒慧352万P3

中央監視設備の整備…一………一φ・・一一…5，445万円

π£事に1葎う管露の奉多設…………・…一・・……一幅…642万円

施設を維持管理する経費一一一・…一㌻…一2，479万円

水質検賓の費矯……………・…や…・・……………・・鍛5万円

滅爵薬最等の購入……一φ………・・…一…一…欝0万円

●下水道事業特別会計

天水越地区、兎口地縫の下水道整備に

松之由浄化センターの管理費に・

マンホールポンプ管理費・………

圭看意5，8（）01万lq

　　2，439万円

　　玉．26圭．万円
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湯出ガニ沢線改食工事鷲7㍍に一……一・…か・3，090万し鍔
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松代松之出線（下綴手集落内）の町負撫金……700万溌
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購遵の維持管理（草刈りと除華、道驚の修繕、漂材料

の支給、集落道生コン舗装の補助、安全施設の設置〉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i，369万葎弓
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懇
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鱒

消防費
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　　　　　　　　　・…　　　　　　　　　9，635万円

瞥根集落に防火水槽を新設の町負撞金・…や　　4｛M万円

教育費

体験学習のために・一…

学溺贔や給食費の援助一…

学校給食米を地元産に………

大会患場の経費を補助…・……

図書・楽離など教材の購入に・

中学校スク～ルバスの購入に

松之磁小学校の大規模改造に

出鹸のパソコン講習に．……

捧験交漉事叢に・レ……

各種数塞・講座の醗催に…・・

スポーツ濡動の普及に◆一

　2337ヲドま

　　32万湾

　　29万轡

　王oo万罵
　233フヲ』拝強

　771万1：弓

・3，398万円

　460万1：彗

一　　974フヲド垂

　王43万円

　　三＆茎万円

⑭
医
紳
施
導

農林水産業費

小規模基盤整備事業・…　　　　　　　　　　　2，欝0万円

農業機械銀行り一一ス事薬・一……　　　　　　2，096万円

東由集落集会所の新築・……・　　　　　　　2，226万円

撮い手公敏への支援に・…・・　　　　　　　　　668万円

直接支払いで集落協建1に支払われるお金

　　　　　　　　　　　　　　　　・1億4，9！3万円

農業農村の活性化に・……・　　　　　　　　2．050万円

畜産の振興及び牧場の運営に・一・　　　　　　698万鍔

農道三三桶五十子単線の整備に一・　　　　　3，5鱗万穆

農地や農業施設の簡易な整備・補修・　　　　三，527万鍔

棚鐡ハー一ブ園の整備に…・一一　　　　　　　4，766万円

都会の皆さんにふる讐貸農園・・一…　　　　　雛3薄円

林道上籔池線の舗装54〈）㍍一・…・一　　　　　2，02Q万円

林道須由美人林線の闘設雑㍍一…　　　　・2，306万』円

羅

商工費

キャンプ場の管理運営に一

スキー場の管理運営に…7　　・…や

温泉センターの管理運営に・

…・風　459万円

　4，959万穆

　玉，948万円

総務費

参議院選挙の費場に・や

広報まつのやまの発行に・…・

定住奨励金として1人5万円……

東頸バス運行費補助金…”

美人林周辺に体験交流の拠点施設を建設

民生費

編疑タクシーの助成・・……一

シルバー人材センター運営費の助成・

勇体瞳霧者施設入所費……・

更正医療及び補裟具の給付…

重度心身障害：春の助成…雪一

精神瞳害考医療費の助成一

老人クラブヘの助成・…・

蕩齢渚や障審者の住宅改造の助成…

老人デイサービスの助成…

養護老人ホーム入藤費・一・

老人懇いの家運営に……アや

　602万円

　315万円

　59石円
ま，380万円

4億5，349万円

　　　　151万鰐

・・一　　　王34万跨

　　　　498難工1

　　　　ユ87万円

　　　　229’万円

　　　　156万円

　　　　n8万円

　　　　三50万円

　　　　澱9乃円

　　　王，443万円

　　　　186万鍔

衛生費

総合検診や成人病検診に…

乳児隊療の助成に一

幼兜鷹療費の助成に…

予防接種に・…

健康づくりに・・

健康教室・健康相談・・

津南地域衛生施設組舎への負撞金・

組立式集塵箱の助成……

生ゴミコンポストの助成…

生ゴミ処理機の助成一……

合鍵魁理浄化槽の設置に補助金一

工，694万糊

　　78、万鍔

　　55万円

　　57万円

　　99万円

　　71万円
・5，37王万iユ：垂

　　ま0万円

　　4万円
　　50万円
箋．33工一万ド1
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新
任
の
先
生
方
紹
介

　
鍛
月
㎜
目
付
で
教
職
員
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
砂
小
中
学
校
で

合
わ
せ
て
十
㎜
人
の
先
隻
方
が
、
獅
し
く
灘
任
さ
れ
ま
し
た
．
新
し
い
先
生
方

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
）
は
、
莇
任
校
で
す
。
《
敬
称
驚
》

闘■國闘閣■閣際簑＿、』圏閣鴎　．調閣剛顧願

　浦懸小　校長

　石朗　　修
牽iヨ賠絹飛渡第

松之由小　教頭

　富澤　恵箏
糸魚規覆中攣規4

松之山小

　目黒
（入菰瀬壕

事
騒
小

“
主
干
原

松墾小　養護教舗

　荒木　文子
（松代跡濫地小〉

講
豊
小
㎜

　
　
積

浦
野
長

浦昭小　教諭

和田　典子
新潟市五牽嵐型

匿髭
松之由小主事

久保勲
（長岡南）

‘
畳
量
多
…
…
達

松之しも小　講舖

由崎　晃甫闘・齢轟・

　転出された先生方
【松之由小学校葉

中村文也・締嫡賜締騎小

薮1本法子・県立月ケ岡養護＆蓉室交

佐藤秘子・津爾町外丸小学校

柑椿恵子・．ぬ越市北諏訪小学校

【松里小学校】

廣燐純単・新潟市桜ヶ丘小学校

嫌嫡懸一・津南町三簡小学校

【浦…β小学校コ

井ま二政勢・小千谷市吉谷小学校

佐藤恵利子・長岡市想騎小学校

【松之山中攣校塗

斌照簿瓢・．、と越市潮凌中学校

大舘崇雄・上越市直江津東中学較

永村かおり・糸魚川市大牽鰍i小学校

†　
　
　
園
園
團
圏
囲

　
　
　
　
　
　
　
　
圃
函
回

之
松
苅

松栄
聖
劇

Φ由
愚
締

瑠
廻

6

　
東
窟
駅
か
ら
r
、
博
分
．
東
束
を
代

喪
す
る
観
光
地
の
｝
つ
「
東
、
蝋
タ

ワ
ー
縣
。
修
学
旅
行
や
は
と
バ
ス
な
ど

の
コ
ー
ス
と
し
て
必
ず
と
露
っ
て
い

い
ほ
ど
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
。

　
昭
瀦
一
、
十
黒
年
に
立
て
ら
れ
た
東

寒
タ
ワ
ー
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
圃
欝

鷺
十
三
競
の
、
醐
さ
、
縢
千
ト
ン
の
露

簸
と
牽
國
の
電
波
を
放
つ
、
蔑
さ
礁

界
…
の
タ
ワ
ー
で
す
。
明
る
い
光
に

毎
ま
れ
た
東
家
に
お
い
て
、
東
窟
タ

東
東
タ
ワ
ー
か
ら

ワ
ー
は
そ
の
中
で
も
一
際
目
立
つ
シ

ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
．
舞
欝
午

繭
0
時
に
は
そ
の
照
明
が
落
と
さ
れ
、

そ
の
消
え
る
瞬
聞
の
拶
さ
は
寂
し
さ

を
感
じ
る
こ
と
さ
え
あ
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。
建
設
以
来
麗
牽
黒
年
と
い

う
月
9
が
経
過
し
、
欝
本
人
の
み
な

ら
ず
外
園
人
に
も
β
本
藝
東
東
舞
東

窟
タ
ワ
ー
と
染
み
つ
く
ほ
ど
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
が
、
近
々
そ
の
存
蕉
も

薄
ら
い
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
謙

懸
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

厨額あ

人事異動
皿

　
ハ

　
皿

し

総
務
課
一

▼
行
政
係
掻
・
塞
山
優
（
総
務
諜
〉

▽
住
罠
係
・
滝
沢
淳
子
（
松
之
山
保

欝
所
）
▼
行
政
「
係
・
井
規
勝
博
（
税

務
会
醗
謙
）
▼
行
政
係
・
滝
沢
彰
宏

（
東
点
事
務
瑛
）
▼
住
幾
係
・
撫
樺

班
簿
（
建
設
企
叢
諜
）
▼
松
之
山
保

欝
勝
・
佐
藤
…
美
▼
浦
醗
保
育
勝
・

小
野
塚
八
重
子
（
松
難
保
欝
勝
）
▼

松
墨
保
欝
所
・
松
沢
宋
美
（
浦
鮒
保

喬
漸
）

糊
税
務
会
欝
課
一

▼
税
務
会
計
譲
長
・
小
鷺
成
一
（
振

興
繰
長
V
▼
税
務
係
長
・
韻
辺
久
子

（
税
務
係
）
▼
会
舞
係
・
大
晃
好
行

ハ
建
設
企
業
繰
）

【
振
興
課
｝

▼
振
興
諜
長
・
竹
内
茂
俊
（
湯
来
心

専
務
）
▼
湯
来
心
奪
務
・
相
沢
一
郎

　
鰯
月
｝
欝
付
け
で
欝
職
興
の
人
事
翼
動
が
あ
り

ま
し
た
。

　
松
之
山
診
療
瞬
長
の
五
十
嵐
成
男
緩
師
が
鶴
十

三
年
醐
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
鰐
の
鷹
療
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
が
、
退
蕪
さ
れ
、
醜
県
窟
松
代
病
號
院

長
の
登
城
濁
志
甑
鯨
が
薪
総
さ
れ
ま
し
た
、

　
そ
の
勉
、
退
職
潔
が
五
葱
で
、
新
採
屠
書
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
．

　
異
動
の
内
．
得
は
、
次
の
通
り
で
す
．
な
お
、
（
〉

は
、
満
職
で
す
。

（
税
務
会
衝
繰
長
〉
▼
十
欝
驚
広
域

組
禽
派
遣
・
相
沢
秋
男
（
保
健
描
祉

諜
）
▼
商
工
観
光
係
・
保
坂
葵
智
男

（
総
務
繰
）
▼
地
域
振
興
係
・
編
橋

広
助
（
総
務
謙
）
▼
湯
来
心
出
内
・

翻
橋
千
春
（
産
業
謙
）

震
業
諜
扁

▼
農
村
整
備
係
・
編
漂
滋
（
教
薄
委

鰻
会
）
▼
農
政
係
・
粒
由
さ
と
み

（
畿
会
箏
務
熾
）

門
建
殼
企
業
課
｝

▼
下
水
道
係
・
相
沢
憲
一
（
保
健
編

祉
繰
）
▼
維
持
係
・
佐
藤
仁
（
擬
興

繰
）
▼
水
遊
係
・
轟
橋
糞
趨
（
湯
来

心
）蝋

像
健
橿
祉
課
｝

▼
介
護
保
険
係
・
本
出
利
明
（
産
業

諜
）
▼
保
健
禰
祉
係
・
村
、
由
、
潤

（
建
設
企
業
諜
）

【
松
之
出
診
療
筋
嗣

▼
診
療
漸
長
・
登
坂
尚
志
（
県
立
松

代
病
院
）
▼
箏
務
長
・
蕎
橋
忠
則

ハ
十
醸
跨
地
域
広
域
組
金
）

｛
教
育
委
鍛
会
綱

▼
学
校
教
脊
係
畏
・
佐
藤
欝
作
（
税

務
会
欝
諜
）
▼
癒
涯
学
翌
係
・
橿
原

諭
祐
（
建
設
企
業
諜
）

【
退
髭

鴛
牽
嵐
成
男
（
診
療
勝
長
）

蓬
墜

轟
沢
隆
（
教
育
委
簸
会
）

小
野
塚
鷺
代
（
診
療
勝
〉

蕩
沢
寿
恵
（
振
興
諜
）

村
山
と
み
子
（
総
務
諜
）

嘉
波
し
ず
（
総
務
譲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
今
葎
放
送
が
醐
始
さ
れ
た
「
デ
ジ

　
タ
ル
放
送
妬
．
テ
レ
ビ
を
冤
る
だ
け
の

　
も
の
か
ら
参
茄
す
る
も
の
へ
と
変
え

　
た
放
送
は
、
親
難
都
心
に
葉
窟
タ

　
ワ
ー
を
通
じ
て
醗
信
さ
れ
て
い
ま
す
、

　
し
か
し
、
テ
レ
ビ
の
普
及
や
都
心
の

　
建
簗
物
の
状
濁
は
東
窟
タ
ワ
ー
醐
設

　
盛
初
と
様
変
わ
り
し
、
カ
バ
ー
し
き

　
れ
な
く
な
っ
て
選
て
い
る
そ
う
で
す
、

　
こ
の
状
況
を
蕎
闘
す
る
た
め
、
な
ん

　
と
あ
の
電
気
街
「
秋
葉
康
』
に
超
腐

　
膚
タ
ワ
ー
が
建
設
さ
れ
る
計
麟
が
発

　
表
さ
れ
ま
し
た
。
轟
さ
は
な
ん
と
六

　
欝
メ
事
ト
ル
を
超
え
、
東
東
タ
ワ
妻

　
を
遙
か
に
し
の
ぐ
も
の
と
な
る
よ
う

　
で
す
。

　
　
秋
葉
原
は
外
園
人
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

｝㎜｝一

グ
モ
ー
ル
。
そ
こ
に
さ
ら
に
タ
ワ
ー

が
建
設
さ
れ
る
と
な
る
と
東
憲
駅
か

ら
上
野
駅
闘
の
地
域
醐
発
は
、
こ
の

先
凄
ま
じ
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
患
い
ま
す
、
そ
の
反
衝
、
競

鞍
の
東
窟
タ
ワ
…
の
存
糧
は
小
さ
い

も
の
と
な
り
、
行
く
末
は
取
り
壊
し

等
と
い
う
こ
と
も
灘
え
ら
れ
ま
す
．

　
東
憲
タ
ワ
ー
の
黒
欝
六
十
農
パ
ノ

ラ
マ
夜
景
は
禦
購
ら
し
い
も
の
。
新

し
い
タ
ワ
ー
が
で
き
た
と
し
て
も
東

寮
タ
ワ
達
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
夜
景
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
東
窟
へ
行
っ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
東

東
タ
ワ
ー
へ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
．

今
し
か
冤
ら
れ
な
い
も
の
を
兇
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

浦田駐夜所長

蜜磁薯代朝

％

湯本駐姦漸長

内出　　浩
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新
任
の
先
生
方
紹
介

　
鍛
月
㎜
目
付
で
教
職
員
の
人
事
異
動
が
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ま
し
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。
町
内
砂
小
中
学
校
で

合
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せ
て
十
㎜
人
の
先
隻
方
が
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し
く
灘
任
さ
れ
ま
し
た
．
新
し
い
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方
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介
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す
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驚
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積

浦
野
長

浦昭小　教諭

和田　典子
新潟市五牽嵐型

匿髭
松之由小主事

久保勲
（長岡南）

‘
畳
量
多
…
…
達

松之しも小　講舖

由崎　晃甫闘・齢轟・

　転出された先生方
【松之由小学校葉

中村文也・締嫡賜締騎小

薮1本法子・県立月ケ岡養護＆蓉室交

佐藤秘子・津爾町外丸小学校
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嫌嫡懸一・津南町三簡小学校

【浦…β小学校コ

井ま二政勢・小千谷市吉谷小学校
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松栄
聖
劇

Φ由
愚
締

瑠
廻

6

　
東
窟
駅
か
ら
r
、
博
分
．
東
束
を
代

喪
す
る
観
光
地
の
｝
つ
「
東
、
蝋
タ

ワ
ー
縣
。
修
学
旅
行
や
は
と
バ
ス
な
ど

の
コ
ー
ス
と
し
て
必
ず
と
露
っ
て
い

い
ほ
ど
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
し
ょ
う
。

　
昭
瀦
一
、
十
黒
年
に
立
て
ら
れ
た
東

寒
タ
ワ
ー
は
、
皆
さ
ん
ご
存
じ
圃
欝

鷺
十
三
競
の
、
醐
さ
、
縢
千
ト
ン
の
露

簸
と
牽
國
の
電
波
を
放
つ
、
蔑
さ
礁

界
…
の
タ
ワ
ー
で
す
。
明
る
い
光
に

毎
ま
れ
た
東
家
に
お
い
て
、
東
窟
タ

東
東
タ
ワ
ー
か
ら

ワ
ー
は
そ
の
中
で
も
一
際
目
立
つ
シ

ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
．
舞
欝
午

繭
0
時
に
は
そ
の
照
明
が
落
と
さ
れ
、

そ
の
消
え
る
瞬
聞
の
拶
さ
は
寂
し
さ

を
感
じ
る
こ
と
さ
え
あ
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。
建
設
以
来
麗
牽
黒
年
と
い

う
月
9
が
経
過
し
、
欝
本
人
の
み
な

ら
ず
外
園
人
に
も
β
本
藝
東
東
舞
東

窟
タ
ワ
ー
と
染
み
つ
く
ほ
ど
の
イ

メ
ー
ジ
で
す
が
、
近
々
そ
の
存
蕉
も

薄
ら
い
で
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
謙

懸
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

厨額あ

人事異動
皿

　
ハ

　
皿

し

総
務
課
一

▼
行
政
係
掻
・
塞
山
優
（
総
務
諜
〉

▽
住
罠
係
・
滝
沢
淳
子
（
松
之
山
保

欝
所
）
▼
行
政
「
係
・
井
規
勝
博
（
税

務
会
醗
謙
）
▼
行
政
係
・
滝
沢
彰
宏

（
東
点
事
務
瑛
）
▼
住
幾
係
・
撫
樺

班
簿
（
建
設
企
叢
諜
）
▼
松
之
山
保

欝
勝
・
佐
藤
…
美
▼
浦
醗
保
育
勝
・

小
野
塚
八
重
子
（
松
難
保
欝
勝
）
▼

松
墨
保
欝
所
・
松
沢
宋
美
（
浦
鮒
保

喬
漸
）

糊
税
務
会
欝
課
一

▼
税
務
会
計
譲
長
・
小
鷺
成
一
（
振

興
繰
長
V
▼
税
務
係
長
・
韻
辺
久
子

（
税
務
係
）
▼
会
舞
係
・
大
晃
好
行

ハ
建
設
企
業
繰
）

【
振
興
課
｝

▼
振
興
諜
長
・
竹
内
茂
俊
（
湯
来
心

専
務
）
▼
湯
来
心
奪
務
・
相
沢
一
郎

　
鰯
月
｝
欝
付
け
で
欝
職
興
の
人
事
翼
動
が
あ
り

ま
し
た
。

　
松
之
山
診
療
瞬
長
の
五
十
嵐
成
男
緩
師
が
鶴
十

三
年
醐
と
い
う
長
き
に
わ
た
り
鰐
の
鷹
療
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
が
、
退
蕪
さ
れ
、
醜
県
窟
松
代
病
號
院

長
の
登
城
濁
志
甑
鯨
が
薪
総
さ
れ
ま
し
た
、

　
そ
の
勉
、
退
職
潔
が
五
葱
で
、
新
採
屠
書
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
．

　
異
動
の
内
．
得
は
、
次
の
通
り
で
す
．
な
お
、
（
〉

は
、
満
職
で
す
。

（
税
務
会
衝
繰
長
〉
▼
十
欝
驚
広
域

組
禽
派
遣
・
相
沢
秋
男
（
保
健
描
祉

諜
）
▼
商
工
観
光
係
・
保
坂
葵
智
男

（
総
務
繰
）
▼
地
域
振
興
係
・
編
橋

広
助
（
総
務
謙
）
▼
湯
来
心
出
内
・

翻
橋
千
春
（
産
業
謙
）

震
業
諜
扁

▼
農
村
整
備
係
・
編
漂
滋
（
教
薄
委

鰻
会
）
▼
農
政
係
・
粒
由
さ
と
み

（
畿
会
箏
務
熾
）

門
建
殼
企
業
課
｝

▼
下
水
道
係
・
相
沢
憲
一
（
保
健
編

祉
繰
）
▼
維
持
係
・
佐
藤
仁
（
擬
興

繰
）
▼
水
遊
係
・
轟
橋
糞
趨
（
湯
来

心
）蝋

像
健
橿
祉
課
｝

▼
介
護
保
険
係
・
本
出
利
明
（
産
業

諜
）
▼
保
健
禰
祉
係
・
村
、
由
、
潤

（
建
設
企
業
諜
）

【
松
之
出
診
療
筋
嗣

▼
診
療
漸
長
・
登
坂
尚
志
（
県
立
松

代
病
院
）
▼
箏
務
長
・
蕎
橋
忠
則

ハ
十
醸
跨
地
域
広
域
組
金
）

｛
教
育
委
鍛
会
綱

▼
学
校
教
脊
係
畏
・
佐
藤
欝
作
（
税

務
会
欝
諜
）
▼
癒
涯
学
翌
係
・
橿
原

諭
祐
（
建
設
企
業
諜
）

【
退
髭

鴛
牽
嵐
成
男
（
診
療
勝
長
）

蓬
墜

轟
沢
隆
（
教
育
委
簸
会
）

小
野
塚
鷺
代
（
診
療
勝
〉

蕩
沢
寿
恵
（
振
興
諜
）

村
山
と
み
子
（
総
務
諜
）

嘉
波
し
ず
（
総
務
譲
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
今
葎
放
送
が
醐
始
さ
れ
た
「
デ
ジ

　
タ
ル
放
送
妬
．
テ
レ
ビ
を
冤
る
だ
け
の

　
も
の
か
ら
参
茄
す
る
も
の
へ
と
変
え

　
た
放
送
は
、
親
難
都
心
に
葉
窟
タ

　
ワ
ー
を
通
じ
て
醗
信
さ
れ
て
い
ま
す
、

　
し
か
し
、
テ
レ
ビ
の
普
及
や
都
心
の

　
建
簗
物
の
状
濁
は
東
窟
タ
ワ
ー
醐
設

　
盛
初
と
様
変
わ
り
し
、
カ
バ
ー
し
き

　
れ
な
く
な
っ
て
選
て
い
る
そ
う
で
す
、

　
こ
の
状
況
を
蕎
闘
す
る
た
め
、
な
ん

　
と
あ
の
電
気
街
「
秋
葉
康
』
に
超
腐

　
膚
タ
ワ
ー
が
建
設
さ
れ
る
計
麟
が
発

　
表
さ
れ
ま
し
た
。
轟
さ
は
な
ん
と
六

　
欝
メ
事
ト
ル
を
超
え
、
東
東
タ
ワ
妻

　
を
遙
か
に
し
の
ぐ
も
の
と
な
る
よ
う

　
で
す
。

　
　
秋
葉
原
は
外
園
人
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

｝㎜｝一

グ
モ
ー
ル
。
そ
こ
に
さ
ら
に
タ
ワ
ー

が
建
設
さ
れ
る
と
な
る
と
東
憲
駅
か

ら
上
野
駅
闘
の
地
域
醐
発
は
、
こ
の

先
凄
ま
じ
い
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
と
患
い
ま
す
、
そ
の
反
衝
、
競

鞍
の
東
窟
タ
ワ
…
の
存
糧
は
小
さ
い

も
の
と
な
り
、
行
く
末
は
取
り
壊
し

等
と
い
う
こ
と
も
灘
え
ら
れ
ま
す
．

　
東
憲
タ
ワ
ー
の
黒
欝
六
十
農
パ
ノ

ラ
マ
夜
景
は
禦
購
ら
し
い
も
の
。
新

し
い
タ
ワ
ー
が
で
き
た
と
し
て
も
東

寮
タ
ワ
達
で
し
か
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
夜
景
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　
東
窟
へ
行
っ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
東

東
タ
ワ
ー
へ
行
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
．

今
し
か
冤
ら
れ
な
い
も
の
を
兇
る
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

浦田駐夜所長

蜜磁薯代朝

％

湯本駐姦漸長

内出　　浩
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①
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厘劃汚灘僑麗蕨菱ジ、Nl：憂
齢の建設計画自然科学館r森の学校」（仮

　墨創プラン松之ぬステージでは、自然科学

館r森の学校ま〈仮称〉の計面を進めています

が、その骨格となる基本讃薩（案〉が出来上

がりました。今月は「森の学校3〈仮称〉とは

どんな施設でどんな活動が行われるのかをご

紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　鍍　　　　　　　　自　　　　　の　　幽塁1．瀬疑諮せく葱1

　建設のための簸終的な謝麹は、基本計薩（案〉と公闘コン

ペによって選ばれたアイデアをもとに作られますゆなお、今

麟の基本計画（案〉は、ヂ森の学校」〈仮称〉で考えられる最

大限の内容をまとめたものです。町罠の皆様からも施設の建

設議園についてのご意晃をお寄せください。

漣絡先｝松之山町役場振興課地域振興係鶯6－3屡34

ど
ん
な
施
設
か

　
自
然
麟
学
鯨
「
森
の
鉾
校
図
仮
称
〉

は
、
下
趨
手
集
薄
近
く
に
謙
醐
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
周
辺
に
は
美
人
林
や

須
山
地
区
と
い
つ
た
理
筏
で
も
難
由

の
姿
を
残
し
た
す
ば
ら
し
自
然
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
．

　
勢
瀬
し
て
い
る
施
設
は
、
こ
の
欝

然
を
生
か
し
た
糠
々
な
溝
動
を
実
施

し
た
り
、
町
が
漸
賓
す
る
瞬
の
標
本

や
歴
史
な
ど
の
資
料
を
展
罪
す
る
施

設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
．
漿
由
の

自
然
を
テ
ー
マ
と
し
た
魅
力
あ
る
繕

動
や
展
、
承
を
行
う
こ
と
で
多
く
の
人

が
交
流
し
、
購
報
の
発
儒
を
行
っ
て

い
く
地
域
濤
姓
化
の
拠
点
と
し
た
い

薮
瀬
で
す
。

　
さ
ら
に
町
民
の
誰
も
が
サ
ー
ク
ル

繕
動
や
学
習
濡
動
、
ま
た
は
懇
い
の

場
と
し
て
剰
用
で
き
る
よ
う
な
機
能

も
鵬
え
る
予
羅
で
す
、

施
設
の
三
つ
の
役
割

　
松
之
撫
ス
テ
ー
ジ
は
、
「
森
の
学

校
漏
を
テ
ー
マ
に
璽
撫
の
自
然
を
生

か
し
た
交
流
人
鑓
の
増
茄
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
基
本
レ
瀬
（
案
）
で
は

施
設
を
、
鷺
墨
山
の
自
然
篇
を
軸
と

し
て
、
多
様
な
人
々
の
交
流
を
促
す

拠
点
施
設
隔
と
し
て
位
置
づ
け
、
ま

た
潤
用
潔
に
対
し
、
三
つ
の
役
翻
を

搬
う
施
設
と
し
て
い
ま
す
．
施
設
の

果
た
す
役
翻
を
図
　
の
よ
う
に
灘
え

て
い
ま
す
。

施
設
機
能
と
諸
室

　
施
設
の
機
能
と
し
て
、

①
脚
交
流
括
動
支
援
㎞

　
　
講

　
　
　
　
…
｝
垂
…
…
…
…
…
、
…
…
…

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
ノ
　
ラ

亜
鷹

　
　
…
墜
室
ン

　
　
　
　
藪
座
べ

　
　
　
皿
能

　
　
　
㎜
髄
講
講
イ

　
　
　
嘩
能

　
　
　
機

　
室

　
諸

　
焦

　
き

　
機

　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
き
　
設
　
蓼
成

　
　
　
㎜

　
と
　
　
　
　
　
駅
鰍
艦
蕨

　
方
…

　
　
　
㎜
方

　
え

　
　
　
　
　
欄
團
儲
成
簾

　
　
　
㎜
え

　
考

　
　
　
㎜
考

　
の

　
　
　
㎜
の

　
　
　
　
　
人
参
を
膏
ト
　
り

　
動

　
　
　
㎜
動

　
　
　
　
　
る
な
流
の
滋
誇

　
活

　
　
　
｝
活

　
　
　
　
　
ゆ
的
交
織
ネ
㎜
る

　
　
　
　
　
ら
体
の
総
の
㎜
す

　
の

　
　
　
㎜

　
設
　
　
　
　
　
鍵
離
講
講

　
　
　
㎜

　
　
　
㎜

　
施

薦
繋
叢

　
歓

　
裏

　
　
　
丁
輯
，
｝
…
…
…
｛
｛

　
　
　
　
　
憎
　
　
　
輔
嚇
究
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
観
保

　
　
　
　
　
難
　
　
養
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
調
収

　
　
　
福
ー
ー
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
設
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
施
　
　
　
“・

　
　
　
　
　
る
　
備
　
　
｝

②
欄
調
鳶
概
號
及
び
収
集
保
存
㎞

③
鱗
人
紡
欝
成
㎞

④
騰
溝
報
提
供
撫

⑤
謬
…
ビ
ゐ

⑥
暢
産
業
振
興
㎞

の
六
つ
が
あ
り
ま
す
．
施
設
の
濡
動

の
驚
え
方
と
機
能
、
そ
し
て
機
能
に

対
応
す
る
た
め
の
諸
蜜
は
表
一
の
よ

う
に
毒
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
謙

瀬
を
進
め
る
上
で
内
容
が
一
部
変
蔓

に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
．

鷹　1諜発信－’驕鷺習塁1

碇｛撚麟への支援　　　　　　　随蜜サ㎜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曝本倉庫

姻＿　へ薦　　ビ荘蕪箋力費工体験室「

．地域内産嚢璽麺拠鍾⑥産業麺鑑irl

8

自然科学館r森の学校」（仮称〉の

3っの役翻
　　　□体験へ憂塑くり」、．］

　　　騒鍋錨的な濁破灘
　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　一　　　．．　　一．－　　　　1

　　　じ　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　！r外部に鍵璽霧毯螢捻

施
設
で
の
括
動

　
施
設
で
は
地
域
の
漸
難
化
を
図
る

た
め
、
様
々
な
浩
動
を
実
施
し
て
い

く
計
繭
で
す
が
、
そ
の
巾
か
ら
い
く

つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
．

＊
交
流

　
施
設
で
の
重
要
な
濡
動
に
興
交
漉
臨

が
あ
り
ま
す
．
「
懸
慮
の
自
然
幅
を
叢

テ
ー
マ
に
し
た
多
彩
な
濡
動
を
年
隅

を
通
し
て
糞
施
し
ま
す
．
ま
た
、
そ

の
波
及
効
累
と
し
て
歴
吏
・
蔑
総
や

芸
術
・
．
蝋
能
な
ど
と
鯛
連
し
た
活
動

／地域内外の攣，＼鱒羅轡翫共窒のふ

＼小グルづ廷糊辮　　　　　　・
　＼　　　　その他　　　　　鍛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…撚冥
　＼　　　　　　　　　／轟　　　　　　　撚蟄

園書室

事務窒（作業璽）

収蔵塞・煎室

体験学習室

㎜

④1欝

　㎜　㎜

③サー

図遷、交流事業活鋤（案）

が
鰐
内
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
も
期

待
さ
れ
ま
す
、
轟
父
流
の
黛
マ
灘
ハ
溝
“
勤

（
案
）
と
し
て
図
、
…
の
よ
う
な
内
容

が
考
え
ら
れ
ま
す
．

＊
展
示
と
情
報
提
供

　
交
流
と
と
も
に
霧
要
な
も
の
に

鴨
展
激
と
構
報
提
供
輪
が
あ
り
ま
す
．

展
．
堺
に
は
常
設
展
承
と
企
瀬
展
、
が
が

あ
り
、
編
物
や
資
料
な
ど
を
並
べ
て

冤
せ
る
だ
け
で
な
／
＼
訪
れ
た
人
々

が
野
外
で
の
様
々
な
溝
動
を
爽
際
に

体
験
し
て
み
た
く
な
り
、
野
外
で
の

溝
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
展

ボ
や
、
野
外
で
偉
験
し
た
濡
動
の
成

果
を
職
舞
と
利
粥
潔
な
ど
が
一
緒
に

な
っ
て
翻
り
上
げ
て
い
く
よ
う
な
展

承
を
考
え
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
傭
報
提
供
で
は
、
須
癒
地

猟
で
観
察
で
き
る
動
植
物
の
傭
報
や

濡
動
記
録
な
ど
、
い
つ
で
も
釈
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
外
部

に
狗
け
て
構
報
を
発
信
し
て
い
く
構

報
コ
…
ナ
璽
を
設
け
ま
す
。
餐
コ
…

ナ
喜
と
テ
…
マ
構
成
（
案
）
は
図
鷺

の
よ
う
に
溝
え
て
い
ま
す
．

　
入
赫
賓
成
落
動
の
充
実
を
図
る
た

な砂わも

農獺本験

わら緬工

　など

食文｛1

郷土覇
出菜融
　など

　
輿
團
な

衛
写
隷

図2、
テーマ構成概念図

め
に
は
、
地
域
像
鋭
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
か
ら
も
支
援
を
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
．
そ
こ
で
ボ
ラ
・
ノ

テ
ィ
ア
養
成
や
リ
ー
ダ
ー
欝
成
と
い

う
人
材
脊
成
も
実
掩
し
豪
す
．
ま
た
、

施
設
の
利
罵
健
進
の
た
め
に
は
学
校

等
の
教
欝
機
関
と
の
連
携
も
不
町
欠

と
溝
え
て
い
ま
す
、

＊
サ
ー
ビ
ス

　
外
部
か
ら
こ
ら
れ
た
お
客
様
の
た

め
だ
け
で
な
く
、
町
騰
の
方
が
維
で

も
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
機
能
も
合
わ
せ
て
整
儲
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　ズゆ　へな　ノ　　　　　　　　　　ヘびド

〆　　　　　　、～

圃響
勇んなの

　ギャラリー
活動議果の難褻
イベントや撃簸
鰭わる展示

ア
変
雛
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中
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の
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撫
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初
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1
①
O
o
o
I

厘劃汚灘僑麗蕨菱ジ、Nl：憂
齢の建設計画自然科学館r森の学校」（仮

　墨創プラン松之ぬステージでは、自然科学

館r森の学校ま〈仮称〉の計面を進めています

が、その骨格となる基本讃薩（案〉が出来上

がりました。今月は「森の学校3〈仮称〉とは

どんな施設でどんな活動が行われるのかをご

紹介します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　に　　　　　　　　　　　　　　　軸　　　　　　　　　　　　　を　　　　　　　　　　鍍　　　　　　　　自　　　　　の　　幽塁1．瀬疑諮せく葱1

　建設のための簸終的な謝麹は、基本計薩（案〉と公闘コン

ペによって選ばれたアイデアをもとに作られますゆなお、今

麟の基本計画（案〉は、ヂ森の学校」〈仮称〉で考えられる最

大限の内容をまとめたものです。町罠の皆様からも施設の建

設議園についてのご意晃をお寄せください。

漣絡先｝松之山町役場振興課地域振興係鶯6－3屡34

ど
ん
な
施
設
か

　
自
然
麟
学
鯨
「
森
の
鉾
校
図
仮
称
〉

は
、
下
趨
手
集
薄
近
く
に
謙
醐
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
周
辺
に
は
美
人
林
や

須
山
地
区
と
い
つ
た
理
筏
で
も
難
由

の
姿
を
残
し
た
す
ば
ら
し
自
然
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
．

　
勢
瀬
し
て
い
る
施
設
は
、
こ
の
欝

然
を
生
か
し
た
糠
々
な
溝
動
を
実
施

し
た
り
、
町
が
漸
賓
す
る
瞬
の
標
本

や
歴
史
な
ど
の
資
料
を
展
罪
す
る
施

設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
す
．
漿
由
の

自
然
を
テ
ー
マ
と
し
た
魅
力
あ
る
繕

動
や
展
、
承
を
行
う
こ
と
で
多
く
の
人

が
交
流
し
、
購
報
の
発
儒
を
行
っ
て

い
く
地
域
濤
姓
化
の
拠
点
と
し
た
い

薮
瀬
で
す
。

　
さ
ら
に
町
民
の
誰
も
が
サ
ー
ク
ル

繕
動
や
学
習
濡
動
、
ま
た
は
懇
い
の

場
と
し
て
剰
用
で
き
る
よ
う
な
機
能

も
鵬
え
る
予
羅
で
す
、

施
設
の
三
つ
の
役
割

　
松
之
撫
ス
テ
ー
ジ
は
、
「
森
の
学

校
漏
を
テ
ー
マ
に
璽
撫
の
自
然
を
生

か
し
た
交
流
人
鑓
の
増
茄
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
基
本
レ
瀬
（
案
）
で
は

施
設
を
、
鷺
墨
山
の
自
然
篇
を
軸
と

し
て
、
多
様
な
人
々
の
交
流
を
促
す

拠
点
施
設
隔
と
し
て
位
置
づ
け
、
ま

た
潤
用
潔
に
対
し
、
三
つ
の
役
翻
を

搬
う
施
設
と
し
て
い
ま
す
．
施
設
の

果
た
す
役
翻
を
図
　
の
よ
う
に
灘
え

て
い
ま
す
。

施
設
機
能
と
諸
室

　
施
設
の
機
能
と
し
て
、

①
脚
交
流
括
動
支
援
㎞

　
　
講

　
　
　
　
…
｝
垂
…
…
…
…
…
、
…
…
…

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
レ

　
　
　
　
　
ノ
　
ラ

亜
鷹

　
　
…
墜
室
ン

　
　
　
　
藪
座
べ

　
　
　
皿
能

　
　
　
㎜
髄
講
講
イ

　
　
　
嘩
能

　
　
　
機

　
室

　
諸

　
焦

　
き

　
機

　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
き
　
設
　
蓼
成

　
　
　
㎜

　
と
　
　
　
　
　
駅
鰍
艦
蕨

　
方
…

　
　
　
㎜
方

　
え

　
　
　
　
　
欄
團
儲
成
簾

　
　
　
㎜
え

　
考

　
　
　
㎜
考

　
の

　
　
　
㎜
の

　
　
　
　
　
人
参
を
膏
ト
　
り

　
動

　
　
　
㎜
動

　
　
　
　
　
る
な
流
の
滋
誇

　
活

　
　
　
｝
活

　
　
　
　
　
ゆ
的
交
織
ネ
㎜
る

　
　
　
　
　
ら
体
の
総
の
㎜
す

　
の

　
　
　
㎜

　
設
　
　
　
　
　
鍵
離
講
講

　
　
　
㎜

　
　
　
㎜

　
施

薦
繋
叢

　
歓

　
裏

　
　
　
丁
輯
，
｝
…
…
…
｛
｛

　
　
　
　
　
憎
　
　
　
輔
嚇
究
簿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
観
保

　
　
　
　
　
難
　
　
養
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
調
収

　
　
　
福
ー
ー
懸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
設
　
　
　
㎜

　
　
　
　
　
施
　
　
　
“・

　
　
　
　
　
る
　
備
　
　
｝

②
欄
調
鳶
概
號
及
び
収
集
保
存
㎞

③
鱗
人
紡
欝
成
㎞

④
騰
溝
報
提
供
撫

⑤
謬
…
ビ
ゐ

⑥
暢
産
業
振
興
㎞

の
六
つ
が
あ
り
ま
す
．
施
設
の
濡
動

の
驚
え
方
と
機
能
、
そ
し
て
機
能
に

対
応
す
る
た
め
の
諸
蜜
は
表
一
の
よ

う
に
毒
え
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
謙

瀬
を
進
め
る
上
で
内
容
が
一
部
変
蔓

に
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
ま
す
．

鷹　1諜発信－’驕鷺習塁1

碇｛撚麟への支援　　　　　　　随蜜サ㎜
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曝本倉庫

姻＿　へ薦　　ビ荘蕪箋力費工体験室「

．地域内産嚢璽麺拠鍾⑥産業麺鑑irl

8

自然科学館r森の学校」（仮称〉の

3っの役翻
　　　□体験へ憂塑くり」、．］

　　　騒鍋錨的な濁破灘
　　　L　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　一　　　．．　　一．－　　　　1

　　　じ　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き

　　　！r外部に鍵璽霧毯螢捻

施
設
で
の
括
動

　
施
設
で
は
地
域
の
漸
難
化
を
図
る

た
め
、
様
々
な
浩
動
を
実
施
し
て
い

く
計
繭
で
す
が
、
そ
の
巾
か
ら
い
く

つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
．

＊
交
流

　
施
設
で
の
重
要
な
濡
動
に
興
交
漉
臨

が
あ
り
ま
す
．
「
懸
慮
の
自
然
幅
を
叢

テ
ー
マ
に
し
た
多
彩
な
濡
動
を
年
隅

を
通
し
て
糞
施
し
ま
す
．
ま
た
、
そ

の
波
及
効
累
と
し
て
歴
吏
・
蔑
総
や

芸
術
・
．
蝋
能
な
ど
と
鯛
連
し
た
活
動

／地域内外の攣，＼鱒羅轡翫共窒のふ

＼小グルづ廷糊辮　　　　　　・
　＼　　　　その他　　　　　鍛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…撚冥
　＼　　　　　　　　　／轟　　　　　　　撚蟄

園書室

事務窒（作業璽）

収蔵塞・煎室

体験学習室

㎜

④1欝

　㎜　㎜

③サー

図遷、交流事業活鋤（案）

が
鰐
内
に
広
が
っ
て
い
く
こ
と
も
期

待
さ
れ
ま
す
、
轟
父
流
の
黛
マ
灘
ハ
溝
“
勤

（
案
）
と
し
て
図
、
…
の
よ
う
な
内
容

が
考
え
ら
れ
ま
す
．

＊
展
示
と
情
報
提
供

　
交
流
と
と
も
に
霧
要
な
も
の
に

鴨
展
激
と
構
報
提
供
輪
が
あ
り
ま
す
．

展
．
堺
に
は
常
設
展
承
と
企
瀬
展
、
が
が

あ
り
、
編
物
や
資
料
な
ど
を
並
べ
て

冤
せ
る
だ
け
で
な
／
＼
訪
れ
た
人
々

が
野
外
で
の
様
々
な
溝
動
を
爽
際
に

体
験
し
て
み
た
く
な
り
、
野
外
で
の

溝
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
よ
う
な
展

ボ
や
、
野
外
で
偉
験
し
た
濡
動
の
成

果
を
職
舞
と
利
粥
潔
な
ど
が
一
緒
に

な
っ
て
翻
り
上
げ
て
い
く
よ
う
な
展

承
を
考
え
て
い
ま
す
．

　
ま
た
、
傭
報
提
供
で
は
、
須
癒
地

猟
で
観
察
で
き
る
動
植
物
の
傭
報
や

濡
動
記
録
な
ど
、
い
つ
で
も
釈
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
外
部

に
狗
け
て
構
報
を
発
信
し
て
い
く
構

報
コ
…
ナ
璽
を
設
け
ま
す
。
餐
コ
…

ナ
喜
と
テ
…
マ
構
成
（
案
）
は
図
鷺

の
よ
う
に
溝
え
て
い
ま
す
．

　
入
赫
賓
成
落
動
の
充
実
を
図
る
た

な砂わも

農獺本験

わら緬工

　など

食文｛1

郷土覇
出菜融
　など

　
輿
團
な

衛
写
隷

図2、
テーマ構成概念図

め
に
は
、
地
域
像
鋭
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
か
ら
も
支
援
を
い
た
だ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
．
そ
こ
で
ボ
ラ
・
ノ

テ
ィ
ア
養
成
や
リ
ー
ダ
ー
欝
成
と
い

う
人
材
脊
成
も
実
掩
し
豪
す
．
ま
た
、

施
設
の
利
罵
健
進
の
た
め
に
は
学
校

等
の
教
欝
機
関
と
の
連
携
も
不
町
欠

と
溝
え
て
い
ま
す
、

＊
サ
ー
ビ
ス

　
外
部
か
ら
こ
ら
れ
た
お
客
様
の
た

め
だ
け
で
な
く
、
町
騰
の
方
が
維
で

も
気
軽
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
機
能
も
合
わ
せ
て
整
儲
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　　ズゆ　へな　ノ　　　　　　　　　　ヘびド

〆　　　　　　、～

圃響
勇んなの

　ギャラリー
活動議果の難褻
イベントや撃簸
鰭わる展示

ア
変
雛
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中

癒
叛
然
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の
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ジ
ュ
カ
さ
ん
の
嵐
船
マ
ジ
ッ
ク

　
ジ
ュ
カ
さ
ん
の
周
り
に
は
子
供
た
ち
が
い
っ
ば
い

集
ま
っ
て
、
細
叢
い
嵐
船
か
ら
作
ら
れ
る
花
や
動
物

な
ど
を
不
思
議
そ
う
に
箆
て
い
ま
し
た
。

㌔㌦

　曳

風

もちつき大会

杵と総でついた餅を館や黄粉、大根下ろしをつけて食べました。

お客さんももちつきに参糠して、結るおもちに曜蕃八普、おもちを

もらおうと長い列が患薬ました。中に1は但1醸も鹸ぶ人も。

慕

難難

だ
る
ま
藩
と
し
ゲ

蝦ム

　　　　　　漁阿　　　　　ル　
　　　　　　　意外とむずかしいピッチング大会

”

この共通入場券で、ひがし

くびき6つの名灘めぐりが

で鷺豪ず。しか葡遼鴬入堀

1ζ昆べ大変緒安ぞす。入場

の際に各施殼のフロントぞ

スタンツぞ押してもらつて

ください。

　　　　　藩

　　シリーズ広域菰報

東頸城
　ふるさと晃て渉記・

ひがしくびき名湯めくり

　
東
頸
城
郡
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町

村
に
公
数
の
温
泉
施
設
が
あ
り
ま
す
．

　
そ
の
六
つ
の
濫
泉
施
設
を
一
鐸
か

け
て
「
濾
泉
巡
り
恥
し
て
み
ま
せ
ん

か
、　

昨
年
の
秋
に
環
婦
り
の
「
潟
泉
巡

り
ツ
ア
ー
篇
を
企
醸
し
、
郡
内
や
近

隣
の
方
か
ら
参
撫
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
濾
泉
を
楽
し
み
ま
し
た
．

　
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
ま
た
、
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
、
こ
ん
な
に

近
く
な
の
に
「
釈
爆
し
た
こ
と
が
な

於
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
、
「
湯
巡
リ

チ
ケ
ッ
ト
」
を
ご
利
罵
く
だ
さ
い
、

　
い
つ
で
も
穴
つ
の
灘
泉
施
設
に
て

販
売
し
て
い
ま
す
。

ジャンボみそラーメン皐食い大会

1杯3人鹸もあろうかというジャンボ

ラーメンを2人i継になり、王分ごとに

交代で攣食いを競いました。簸初は蕎校

生チームが有郡でしたが、巖後は着い夫

婦に逆転されました。

雪上パン食い競争

長いヒモに鎗欄くらいのパンを付

け、手を使わずに欝だけでパンをく

わえてゴール。パンが懸れるのでな

かなか患来ない人も．

蕊覇聯鰐麟灘鯵麟蓼

瀦鰹。
　　　　カ。割肌

饗　
　
膨

　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
誰
、

　
　
　
　
　
　
　
　
題

ビール・サイダー皐飲み競争

3人ま組で交代しながら馨飲みを競いまし

た、子供はサイダー、大人はビールを綱長

いストローで飲みました。

「

『

石
仏
の
御
顔
汚
し
て
つ
ば

初
燕
越
の
人
々
生
き
／
＼

　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
＿と　く
松　　ら

　　め
屋
）
佐
藤

節
女

俳
句

今
8
か
ら
は
家
族
と
な
韓
て
初
燕

ひ
と
θ
屠
の
門
を
懸
わ
す
つ
ば
く
ら
め

　
　
　
　
　
　
　
松
之
山
（
南
　
粥
）
嵩
沢

秀
女

ま
つ
の
や
ま
文
芸

ミ

ミ

わが家の人気者

哲広ちゃん登場（2歳）

漏．

本出里憲・純子さん長男

　　　瞥根（大和屋）

家ではヂてつ」と呼ばれていま

す．好きな食べ物は、果物と、肉、

めん類です．

ユンボが好きで、いつも外で遊

んでいます、お嫡ちゃんたちとソ

リ乗りをして、ザケッゾリ3を覚

えて、一人でも遊べるようになり

ました。

この冬は、外の工事現場でユン

ボをずっと見学していました。

ζお懸さんから…1鉛

丈夫で優しい子になってくれ
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ジ
ュ
カ
さ
ん
の
嵐
船
マ
ジ
ッ
ク

　
ジ
ュ
カ
さ
ん
の
周
り
に
は
子
供
た
ち
が
い
っ
ば
い

集
ま
っ
て
、
細
叢
い
嵐
船
か
ら
作
ら
れ
る
花
や
動
物

な
ど
を
不
思
議
そ
う
に
箆
て
い
ま
し
た
。

㌔㌦

　曳

風

もちつき大会

杵と総でついた餅を館や黄粉、大根下ろしをつけて食べました。

お客さんももちつきに参糠して、結るおもちに曜蕃八普、おもちを

もらおうと長い列が患薬ました。中に1は但1醸も鹸ぶ人も。

慕

難難

だ
る
ま
藩
と
し
ゲ

蝦ム

　　　　　　漁阿　　　　　ル　
　　　　　　　意外とむずかしいピッチング大会

”

この共通入場券で、ひがし

くびき6つの名灘めぐりが

で鷺豪ず。しか葡遼鴬入堀

1ζ昆べ大変緒安ぞす。入場

の際に各施殼のフロントぞ

スタンツぞ押してもらつて

ください。

　　　　　藩

　　シリーズ広域菰報

東頸城
　ふるさと晃て渉記・

ひがしくびき名湯めくり

　
東
頸
城
郡
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町

村
に
公
数
の
温
泉
施
設
が
あ
り
ま
す
．

　
そ
の
六
つ
の
濫
泉
施
設
を
一
鐸
か

け
て
「
濾
泉
巡
り
恥
し
て
み
ま
せ
ん

か
、　

昨
年
の
秋
に
環
婦
り
の
「
潟
泉
巡

り
ツ
ア
ー
篇
を
企
醸
し
、
郡
内
や
近

隣
の
方
か
ら
参
撫
い
た
だ
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
濾
泉
を
楽
し
み
ま
し
た
．

　
ご
要
望
が
あ
れ
ば
、
ま
た
、
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
、
こ
ん
な
に

近
く
な
の
に
「
釈
爆
し
た
こ
と
が
な

於
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
、
「
湯
巡
リ

チ
ケ
ッ
ト
」
を
ご
利
罵
く
だ
さ
い
、

　
い
つ
で
も
穴
つ
の
灘
泉
施
設
に
て

販
売
し
て
い
ま
す
。

ジャンボみそラーメン皐食い大会

1杯3人鹸もあろうかというジャンボ

ラーメンを2人i継になり、王分ごとに

交代で攣食いを競いました。簸初は蕎校

生チームが有郡でしたが、巖後は着い夫

婦に逆転されました。

雪上パン食い競争

長いヒモに鎗欄くらいのパンを付

け、手を使わずに欝だけでパンをく

わえてゴール。パンが懸れるのでな

かなか患来ない人も．
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…
§
…
§
…
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ξ
5
！
，
多
…
ミ
、
圭
，
善
き
ー
～
，
ぎ
手
，
｝
亨
、
｝
事
多
3

松之山生涯学習だより

し
り

“

り
ハ、、 ら

と

・
目
笏

　
　
、
、
ゑ
♂

純：ゆ諺

．公民飽費6－2265榊一｛

ゆとりくん

事
業
内
容

　
　
　
　
　
4
／
給
～
5
／
循

▼
時
間
午
繭
7
時
～
午
鹸
8
聴

▼
場
漸
　
町
内
聖
要
道
鶏
周
辺

▼
活
動
　
各
集
落
単
億

馨
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
｛

※
公
民
餓
の
講
座
・
教
窯
等
の
受
講

を
予
建
さ
れ
て
い
る
方
以
外
の
参
撫

も
歓
迎
い
た
し
談
す
。

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

旺海ニコ

教
室
ー
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
き
｝
」

　
4
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
蜜
は
、
「
闘
講

式
繍
、
そ
し
て
、
自
己
紹
介
の
後
、
薪

闇
紙
で
思
い
っ
き
り
遊
び
ま
し
ょ
う
．

▼
期
β
　
4
月
綿
鷺
（
水
）

▼
時
間
　
午
箭
9
時
～
午
繭
U
時

▼
会
場
　
自
然
休
養
粒
セ
・
ノ
タ
ー

「
…
　
　
　
　
…
…
ー
ー
ー
　
　
　
　
…
ー
…
ー
」

琵
俗
資
料
館
　
　
　
㎜

「
謹
プ
ン
ヒ

　

｝
成
人
式

軸

　
綴
名
の
著
留
が
成
人
式
を
迎
え
ま

す
。
飢
椴
総
を
撫
う
萩
成
人
の
み
な

さ
ん
の
隈
り
な
い
活
躍
を
期
待
し
ま

す
．▼

期
β
5
月
3
欝
（
木
）

▼
時
闘
午
蔚
9
時
～

▼
会
場
　
自
然
休
養
轡
セ
・
ノ
タ
…

き
き
モ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
湯
鳥
大
学
入
学
式
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

ゼ
…
…
…
…
多
肇

L＿＿．＿

停
ど
も
肱
場

し．＿

　
多
く
の
方
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
湯
鳥
大
学
が
今
年
も
ス

　
梅
月
第
2
土
曜
旧
を
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
遊
び
の
広
場
と
し
て
自
然

教
養
村
セ
ン
タ
ー
を
聡
放
い
た
し
ま

す
。
ビ
デ
オ
映
写
会
や
パ
ソ
コ
ン
闘

冬
期
間
闘
鎖
し
て
お
り
ま
し
た
民

俗
資
料
館
を
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

今
葎
度
も
い
ろ
い
ろ
な
企
爾
展
を
欝

醸
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
期
く

だ
さ
い
．

▼
開
館
嬢
　
4
月
錦
β
（
窯
）

▼
開
館
時
間
午
離
9
隣
～

　
　
　
　
午
後
5
時
ま
で

▼
入
館
料
　
大
人
　
2
0
0
円

　
　
　
　
　
小
人
　
i
O
O
鍔

▼
休
館
銭
　
海
週
火
曜
段

σ
り
け
葎
戦

　
門
美
し
い
松
之
山
町
を
！
恥
春
の

大
清
掃
を
「
み
ど
り
の
欝
恥
に
実
施

し
豪
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
期
β
　
4
月
2
9
鷺
（
銭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

タ
…
ト
し
ま
す
。
第
圭
醸
は
、

式
と
町
摂
講
話
で
す
。

▼
期
臼
　
5
月
10
揖
く
木
）

▼
時
闘
　
午
鶴
m
時
＄

　
　
　
　
　
　
午
後
麦
時

▼
会
場
　
自
献
休
養
村
セ
ン
タ
ー

「
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
学

翻
劃
謝
講
式
」

　
自
窃
に
醐
性
を
活
か
し
て
ト
ラ
イ
。

公
疑
館
の
講
座
・
教
蜜
の
ス
タ
ー
ト

で
す
．

｝一

f
董
ー
き
き
き
呈
、
圭
…
き
き
奪
書
｝
蔓
■
｝
き
戸
ぎ
…
…
…
i
L

▼
朗
臼

▼
時
間

▼
会
場

▼
内
蓉

5
月
鱒
鷺
（
木
）

午
後
7
鋳
3
0
分
～

　
　
午
後
9
時
30
分

羅
然
休
養
栂
セ
ン
タ
薯

講
演
会

平成総年度　教室・講塵のご案内　～自由に個性を生かしてトライ1～

無養嚢鱒箋癖畢率蕊劃

湯鳥大学

　　　　　　　　　、

幼兇～搬i
　　　　　　　　彗

放
、
工
作
や
実
験
の
教
整
、
図
書
窯

の
利
用
な
ど
を
蕗
え
て
い
ま
す
．

▼
期
臼
　
5
澱
獄
欝
（
土
）

▼
時
闘
　
午
繭
9
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
4
時

▼
会
場
　
霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
享

※
群
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
隣
問
は
後

繕
チ
ラ
シ
を
子
ど
も
た
ち
に
醗
る
予

建
で
す
．

…
　
…
」
　
　
4
d

　
　
鄭

　
　
驚

　
　
縫

　
　
曜

　
　
　
養

　
鍔
t

　
曾
4
．

　
　
　
9

　
　
　
　
～

　
～
の

榊　
　
　
お

　
お
カ

諜
辱
巴

堕璽慶わやか漸ぺ｝　りま

晦癒．盛艶璽遡ニスカi

　臼叢サークル活動のご案内　　　みなさんの参煎をお待ちしていますi

灘・講鵬　主な窪容　　期臼工対．．郵
　　灘懸聾瓢灘鰍取り入蹟6胆2月師導、町璽、1

読撚　楽しく臓騨醸噺養爾ましょ独一3月菊『颯揮も一類

轡笠酷ク　塑に体を動か脇愚瀟月竺竺
↓
…

霊2

容 期

）中に取り入
飛鰻～｛2

＿＿＿＿＿＿＿．」

　
　
い

　
　
が

　
旦

月
曜
一

2
火
一

1
4
㎜

～
二

な
シ
ご

慶　　
㎜

　
　
一

　
　
い

　
　
一

　
　
｝

楽しいダンスを学び漢す。

新しい松之由診療所長に1

　
　
任

　
　
就

　
　
が師医志

賑
尚

簾
坂

贈
登

繭

一松之山診療所の収支改善を目撫して一

　
こ
の
度
、
五
牽
嵐
先
盈
よ
り
漸
長

を
引
き
継
ぐ
に
あ
た
り
、
俊
藤
時
長

と
次
の
…
点
を
瓜
慧
し
ま
し
た
。

　
…
点
は
、
午
後
の
外
来
診
療
を
行

う
こ
と
、
も
う
一
点
は
、
松
之
山
診

療
筋
の
奴
支
改
善
に
つ
い
て
で
す
、

　
午
後
の
外
来
診
療
に
つ
い
て
は
お

簿
ら
せ
し
た
よ
う
に
震
施
し
ま
す
。

午
鹸
の
外
来
の
混
雑
を
少
な
く
す
る

た
め
に
も
、
午
後
に
受
診
で
き
る
方

は
、
ぜ
ひ
、
午
後
の
外
来
に
お
い
で

く
だ
さ
い
．

　
次
に
診
療
醗
の
収
支
改
善
に
つ
い

て
の
私
の
毒
え
を
轡
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
．

　
収
支
の
改
善
の
根
奉
は
、
皆
さ
ん

よ
く
ご
葎
じ
の
適
り
、
双
入
を
増
や

し
、
支
出
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。

　
鷹
薬
鹸
に
は
岡
じ
薬
に
一
級
最
と

篠
き
多
…
｛
…

「

プqフイール

昭憩工9年、神奈携県茅ケ綺市盤まれ。昭

秘44無、麟立懸潟大学医学部楽業後、県

立がんセンタ～新潟病院勤務．その後、

長岡赤牽字病院、町立巻町灘保病院を経

て平成7年、県立松代病院長に就錘。家

族は妻と一勇二女、母。趣昧は、潟泉巡

りとゴルフ。

普
及
編
の
あ
る
薬
が
あ
り
ま
す
、
　
一

級
轟
は
、
…
開
発
経
費
等
の
関
係
か
ら

緬
格
は
趨
く
、
普
及
贔
は
、
そ
れ
に

此
岱
、
、
分
の
｝
か
ら
二
分
の
一
と
安

く
な
っ
て
い
ま
す
。
薬
の
効
果
は
、

爆
盤
省
で
認
可
さ
れ
て
お
り
、
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
．
普
及
最
を
僕
儒
す

る
こ
と
で
、
診
療
勝
の
薬
鹸
購
入
費

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
愚

潔
さ
ん
霞
身
の
薬
代
の
負
損
も
少
な

く
て
す
み
ま
す
。
槻
桜
購
入
済
み
の

薬
が
無
く
な
り
次
第
、
可
能
な
も
の

は
切
り
替
え
て
い
き
ま
す
の
で
ご
了

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
、

　
も
う
一
つ
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
顯

い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
競
往
、
勉
の
緩
療
機
関
に
受
診
さ

れ
て
い
る
町
民
の
方
で
、
診
療
所
で

の
診
察
、
勢
薬
で
よ
い
と
お
驚
え
の

方
は
、
ぜ
ひ
、
松
之
山
診
療
勝
に
受

診
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

診
療
断
に
受
診
さ
れ
た
場
禽
は
、
自

己
魚
挺
分
も
蟹
保
か
ら
の
支
払
い
分

も
全
て
診
療
勝
の
収
入
と
な
り
、
醐

保
会
欝
の
収
入
に
な
り
ま
す
．

　
診
療
湧
の
収
支
を
改
善
で
き
れ
ぱ
、

皆
さ
ん
が
魚
撞
し
て
い
る
醜
保
税
の

軽
減
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
玄

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
璽

ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

“

町
の
医
療
を
四
十
三
年
問
支
え
て

　
　
五
十
嵐
成
男
医
師
が
退
任

　
鱗
十
三
年
闘
の
長
き
に
わ
た
り
、
町
の
医
療
に
貢
献

さ
れ
た
五
十
嵐
成
男
診
療
瓶
長
が
、
三
月
三
十
一
欝
付

を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
、

　
先
盤
は
、
松
之
慮
驚
が
「
陸
の
孤
鶴
』
と
呼
ば
れ
て
い

た
昭
秘
窯
十
二
年
に
赴
経
さ
れ
、
笈
き
地
隊
療
』
に
全

力
で
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
蒔
の
冬
の
松
之
由
町
は
、
零
が
少
し
で
も
降
る
と

交
通
が
途
絶
え
ま
し
た
、
週
一
度
ず
つ
の
東
糾
、
坪
野

へ
の
出
張
診
療
も
、
午
筋
の
診
察
を
終
え
て
か
ら
、
徒

歩
で
カ
ン
ジ
キ
を
は
い
て
行
っ
た
こ
と
も
度
々
で
し
た
、

ま
た
、
多
く
の
往
診
を
断
る
こ
と
も
な
く
、
帰
り
が
夜

遅
く
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
患
餐
さ
ん
の
薬
を
調
剤
し
、

俸
業
が
深
夜
に
及
ぶ
な
ど
、
激
務
を
献
身
的
に
つ
と
め
、

瞬
の
鷹
療
を
長
き
に
わ
た
っ
て
一
人
で
支
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
「
先
生
が
い
な
く
な
る
と
、
オ
ラ
死
ん
で
し
ま
う
。
縣

と
訴
え
る
愚
奮
さ
ん
に
．
簸
初
は
一
奪
間
の
つ
も
り
が

麺
々
と
今
黛
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。

　
五
十
嵐
蓬
帥
の
お
か
げ
で
私
た
ち
は
、
今
ま
で
「
無

緩
村
」
の
不
安
無
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
先
盤
の
多
大
な
る
功
績
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
人
鑑
の
ご
溝
躍
を
祈
念
し
ま
す
。
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亨
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事
多
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松之山生涯学習だより

し
り

“

り
ハ、、 ら

と

・
目
笏

　
　
、
、
ゑ
♂

純：ゆ諺

．公民飽費6－2265榊一｛

ゆとりくん

事
業
内
容

　
　
　
　
　
4
／
給
～
5
／
循

▼
時
間
午
繭
7
時
～
午
鹸
8
聴

▼
場
漸
　
町
内
聖
要
道
鶏
周
辺

▼
活
動
　
各
集
落
単
億

馨
…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
｛

※
公
民
餓
の
講
座
・
教
窯
等
の
受
講

を
予
建
さ
れ
て
い
る
方
以
外
の
参
撫

も
歓
迎
い
た
し
談
す
。

｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

旺海ニコ

教
室
ー
…
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…
き
｝
」

　
4
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
蜜
は
、
「
闘
講

式
繍
、
そ
し
て
、
自
己
紹
介
の
後
、
薪

闇
紙
で
思
い
っ
き
り
遊
び
ま
し
ょ
う
．

▼
期
β
　
4
月
綿
鷺
（
水
）

▼
時
間
　
午
箭
9
時
～
午
繭
U
時

▼
会
場
　
自
然
休
養
粒
セ
・
ノ
タ
ー

「
…
　
　
　
　
…
…
ー
ー
ー
　
　
　
　
…
ー
…
ー
」

琵
俗
資
料
館
　
　
　
㎜

「
謹
プ
ン
ヒ

　

｝
成
人
式

軸

　
綴
名
の
著
留
が
成
人
式
を
迎
え
ま

す
。
飢
椴
総
を
撫
う
萩
成
人
の
み
な

さ
ん
の
隈
り
な
い
活
躍
を
期
待
し
ま

す
．▼

期
β
5
月
3
欝
（
木
）

▼
時
闘
午
蔚
9
時
～

▼
会
場
　
自
然
休
養
轡
セ
・
ノ
タ
…

き
き
モ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
湯
鳥
大
学
入
学
式
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

ゼ
…
…
…
…
多
肇

L＿＿．＿

停
ど
も
肱
場

し．＿

　
多
く
の
方
か
ら
好
評
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
湯
鳥
大
学
が
今
年
も
ス

　
梅
月
第
2
土
曜
旧
を
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
遊
び
の
広
場
と
し
て
自
然

教
養
村
セ
ン
タ
ー
を
聡
放
い
た
し
ま

す
。
ビ
デ
オ
映
写
会
や
パ
ソ
コ
ン
闘

冬
期
間
闘
鎖
し
て
お
り
ま
し
た
民

俗
資
料
館
を
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
。

今
葎
度
も
い
ろ
い
ろ
な
企
爾
展
を
欝

醸
し
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
期
く

だ
さ
い
．

▼
開
館
嬢
　
4
月
錦
β
（
窯
）

▼
開
館
時
間
午
離
9
隣
～

　
　
　
　
午
後
5
時
ま
で

▼
入
館
料
　
大
人
　
2
0
0
円

　
　
　
　
　
小
人
　
i
O
O
鍔

▼
休
館
銭
　
海
週
火
曜
段

σ
り
け
葎
戦

　
門
美
し
い
松
之
山
町
を
！
恥
春
の

大
清
掃
を
「
み
ど
り
の
欝
恥
に
実
施

し
豪
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
期
β
　
4
月
2
9
鷺
（
銭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

タ
…
ト
し
ま
す
。
第
圭
醸
は
、

式
と
町
摂
講
話
で
す
。

▼
期
臼
　
5
月
10
揖
く
木
）

▼
時
闘
　
午
鶴
m
時
＄

　
　
　
　
　
　
午
後
麦
時

▼
会
場
　
自
献
休
養
村
セ
ン
タ
ー

「
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
学

翻
劃
謝
講
式
」

　
自
窃
に
醐
性
を
活
か
し
て
ト
ラ
イ
。

公
疑
館
の
講
座
・
教
蜜
の
ス
タ
ー
ト

で
す
．

｝一

f
董
ー
き
き
き
呈
、
圭
…
き
き
奪
書
｝
蔓
■
｝
き
戸
ぎ
…
…
…
i
L

▼
朗
臼

▼
時
間

▼
会
場

▼
内
蓉

5
月
鱒
鷺
（
木
）

午
後
7
鋳
3
0
分
～

　
　
午
後
9
時
30
分

羅
然
休
養
栂
セ
ン
タ
薯

講
演
会

平成総年度　教室・講塵のご案内　～自由に個性を生かしてトライ1～

無養嚢鱒箋癖畢率蕊劃

湯鳥大学

　　　　　　　　　、

幼兇～搬i
　　　　　　　　彗

放
、
工
作
や
実
験
の
教
整
、
図
書
窯

の
利
用
な
ど
を
蕗
え
て
い
ま
す
．

▼
期
臼
　
5
澱
獄
欝
（
土
）

▼
時
闘
　
午
繭
9
時
～

　
　
　
　
　
　
午
後
4
時

▼
会
場
　
霞
然
休
養
村
セ
ン
タ
享

※
群
し
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
隣
問
は
後

繕
チ
ラ
シ
を
子
ど
も
た
ち
に
醗
る
予

建
で
す
．

…
　
…
」
　
　
4
d

　
　
鄭

　
　
驚

　
　
縫

　
　
曜

　
　
　
養

　
鍔
t

　
曾
4
．

　
　
　
9

　
　
　
　
～

　
～
の

榊　
　
　
お

　
お
カ

諜
辱
巴

堕璽慶わやか漸ぺ｝　りま

晦癒．盛艶璽遡ニスカi

　臼叢サークル活動のご案内　　　みなさんの参煎をお待ちしていますi
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　　灘懸聾瓢灘鰍取り入蹟6胆2月師導、町璽、1

読撚　楽しく臓騨醸噺養爾ましょ独一3月菊『颯揮も一類

轡笠酷ク　塑に体を動か脇愚瀟月竺竺
↓
…

霊2

容 期

）中に取り入
飛鰻～｛2

＿＿＿＿＿＿＿．」

　
　
い

　
　
が

　
旦

月
曜
一

2
火
一

1
4
㎜

～
二

な
シ
ご

慶　　
㎜

　
　
一

　
　
い

　
　
一

　
　
｝

楽しいダンスを学び漢す。

新しい松之由診療所長に1

　
　
任

　
　
就

　
　
が師医志

賑
尚

簾
坂

贈
登

繭

一松之山診療所の収支改善を目撫して一

　
こ
の
度
、
五
牽
嵐
先
盈
よ
り
漸
長

を
引
き
継
ぐ
に
あ
た
り
、
俊
藤
時
長

と
次
の
…
点
を
瓜
慧
し
ま
し
た
。

　
…
点
は
、
午
後
の
外
来
診
療
を
行

う
こ
と
、
も
う
一
点
は
、
松
之
山
診

療
筋
の
奴
支
改
善
に
つ
い
て
で
す
、

　
午
後
の
外
来
診
療
に
つ
い
て
は
お

簿
ら
せ
し
た
よ
う
に
震
施
し
ま
す
。

午
鹸
の
外
来
の
混
雑
を
少
な
く
す
る

た
め
に
も
、
午
後
に
受
診
で
き
る
方

は
、
ぜ
ひ
、
午
後
の
外
来
に
お
い
で

く
だ
さ
い
．

　
次
に
診
療
醗
の
収
支
改
善
に
つ
い

て
の
私
の
毒
え
を
轡
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
．

　
収
支
の
改
善
の
根
奉
は
、
皆
さ
ん

よ
く
ご
葎
じ
の
適
り
、
双
入
を
増
や

し
、
支
出
を
減
ら
す
こ
と
で
す
。

　
鷹
薬
鹸
に
は
岡
じ
薬
に
一
級
最
と

篠
き
多
…
｛
…

「

プqフイール

昭憩工9年、神奈携県茅ケ綺市盤まれ。昭

秘44無、麟立懸潟大学医学部楽業後、県

立がんセンタ～新潟病院勤務．その後、

長岡赤牽字病院、町立巻町灘保病院を経

て平成7年、県立松代病院長に就錘。家

族は妻と一勇二女、母。趣昧は、潟泉巡

りとゴルフ。

普
及
編
の
あ
る
薬
が
あ
り
ま
す
、
　
一

級
轟
は
、
…
開
発
経
費
等
の
関
係
か
ら

緬
格
は
趨
く
、
普
及
贔
は
、
そ
れ
に

此
岱
、
、
分
の
｝
か
ら
二
分
の
一
と
安

く
な
っ
て
い
ま
す
。
薬
の
効
果
は
、

爆
盤
省
で
認
可
さ
れ
て
お
り
、
変
わ

り
あ
り
ま
せ
ん
．
普
及
最
を
僕
儒
す

る
こ
と
で
、
診
療
勝
の
薬
鹸
購
入
費

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
愚

潔
さ
ん
霞
身
の
薬
代
の
負
損
も
少
な

く
て
す
み
ま
す
。
槻
桜
購
入
済
み
の

薬
が
無
く
な
り
次
第
、
可
能
な
も
の

は
切
り
替
え
て
い
き
ま
す
の
で
ご
了

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
、

　
も
う
一
つ
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
顯

い
し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
競
往
、
勉
の
緩
療
機
関
に
受
診
さ

れ
て
い
る
町
民
の
方
で
、
診
療
所
で

の
診
察
、
勢
薬
で
よ
い
と
お
驚
え
の

方
は
、
ぜ
ひ
、
松
之
山
診
療
勝
に
受

診
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

診
療
断
に
受
診
さ
れ
た
場
禽
は
、
自

己
魚
挺
分
も
蟹
保
か
ら
の
支
払
い
分

も
全
て
診
療
勝
の
収
入
と
な
り
、
醐

保
会
欝
の
収
入
に
な
り
ま
す
．

　
診
療
湧
の
収
支
を
改
善
で
き
れ
ぱ
、

皆
さ
ん
が
魚
撞
し
て
い
る
醜
保
税
の

軽
減
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
玄

　
皆
さ
ん
の
ご
協
力
、
ご
支
援
を
璽

ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

“

町
の
医
療
を
四
十
三
年
問
支
え
て

　
　
五
十
嵐
成
男
医
師
が
退
任

　
鱗
十
三
年
闘
の
長
き
に
わ
た
り
、
町
の
医
療
に
貢
献

さ
れ
た
五
十
嵐
成
男
診
療
瓶
長
が
、
三
月
三
十
一
欝
付

を
も
っ
て
退
任
さ
れ
ま
し
た
、

　
先
盤
は
、
松
之
慮
驚
が
「
陸
の
孤
鶴
』
と
呼
ば
れ
て
い

た
昭
秘
窯
十
二
年
に
赴
経
さ
れ
、
笈
き
地
隊
療
』
に
全

力
で
あ
た
ら
れ
ま
し
た
。

　
当
蒔
の
冬
の
松
之
由
町
は
、
零
が
少
し
で
も
降
る
と

交
通
が
途
絶
え
ま
し
た
、
週
一
度
ず
つ
の
東
糾
、
坪
野

へ
の
出
張
診
療
も
、
午
筋
の
診
察
を
終
え
て
か
ら
、
徒

歩
で
カ
ン
ジ
キ
を
は
い
て
行
っ
た
こ
と
も
度
々
で
し
た
、

ま
た
、
多
く
の
往
診
を
断
る
こ
と
も
な
く
、
帰
り
が
夜

遅
く
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
患
餐
さ
ん
の
薬
を
調
剤
し
、

俸
業
が
深
夜
に
及
ぶ
な
ど
、
激
務
を
献
身
的
に
つ
と
め
、

瞬
の
鷹
療
を
長
き
に
わ
た
っ
て
一
人
で
支
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
「
先
生
が
い
な
く
な
る
と
、
オ
ラ
死
ん
で
し
ま
う
。
縣

と
訴
え
る
愚
奮
さ
ん
に
．
簸
初
は
一
奪
間
の
つ
も
り
が

麺
々
と
今
黛
に
至
っ
た
そ
う
で
す
。

　
五
十
嵐
蓬
帥
の
お
か
げ
で
私
た
ち
は
、
今
ま
で
「
無

緩
村
」
の
不
安
無
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
先
盤
の
多
大
な
る
功
績
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ

れ
か
ら
の
人
鑑
の
ご
溝
躍
を
祈
念
し
ま
す
。
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お知らせ

惣6－3131松之山町役場

鞭
闘
圃

　
嚢
る
3
月
4
沼
、
名
畜
量
市
内
に

お
い
て
、
古
く
な
っ
た
滴
火
盟
を
廃

棄
す
る
た
め
に
、
放
財
し
よ
う
と
し

た
と
こ
ろ
、
騰
食
し
た
底
部
が
破
裂

し
、
死
亡
す
る
事
故
が
発
盤
し
ま
し

た
．
こ
の
よ
う
な
事
故
の
発
鑑
を
防

ぐ
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
濫
慧
し
て

く
だ
さ
い
．

①
不
糊
に
な
っ
た
潴
火
雛
の
廃
棄
処

　
理
は
、
露
ら
行
わ
ず
、
購
入
し
た

　
販
売
店
に
処
理
を
依
頼
す
る
。

②
不
硝
に
な
っ
た
滴
火
鵠
を
や
む
な

　
く
繰
管
す
る
場
禽
は
、
風
雨
に
さ

　
ら
さ
れ
る
場
断
や
湿
っ
た
場
飯
は

　
避
け
る
こ
と
．

③
サ
ビ
の
発
生
の
見
ら
れ
る
撫
鷺
式

　
の
澗
火
雛
は
、
容
露
破
裂
の
億
険

　
が
大
き
い
の
で
、
決
し
て
薬
剤
を

　
放
尉
し
な
い
こ
と
．
ま
た
．
老
朽

「
き
…
5
、
…
…
…
ー
…
壬
量
…
…
；
旨
；
…
i
i
…
…
…
…
…
…
i
…
｝
…
…
…
…
i
i
き
i
…
…
｝
孝
き
多
き
｝
｛
多
き
！
ξ
…
～
き
｝
！
ー
呈

　㎜心一

新潟宇憲の旅

出発まであと20編
あなたも搭乗手続きを

　新潟スタジアム（ビッグスワン）

がようやく完成しました。

　新潟県では雛癒紀を迎え、ギ新潟

縁の衝年物語」県民運動のスタート

を魯げるギ新潟掌憲の蕨」を麗鰹す

ることになりました。

　圭月簿で概覇を紹介いたしました

が、町ではこのイベントの参糠巻を

募集しています．

　蟻鷺は、三三波春夫さんと林家こん

平さんをゲストに擢き、夢と鳶望を

乗せ宇憲への蕨立ちとなります。

　多くの方から搭乗いただくようお

願いします。塔乗霧望警には、パン

フレ・ットを差し上げます。

とき　4月29段（弱）

詳しく1ま、町建設企業諜

　　　　みどりのiヨ担当まで

　　　　　6－3欝5
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薩
接
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で
も

棚
磁
の
縛
つ
多
醸
的
機
能
が
重
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、
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合
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に
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、
松
之
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の
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に
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。
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。
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東
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会
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会
に
ご
欝
付
が

あ
り
ま
し
た
．
町
蕪
宅
禰
祉
の
た
め

に
播
矯
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せ
て
い
た
だ
き
ま
す
．

　
あ
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が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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成
澱
薙
6
月
に
発
表
す
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
之
山
か
ら
全
濁
に
陶
け
て
た
な

だ
の
持
つ
多
醸
的
機
能
を
発
信
し
、

部
市
住
民
に
理
解
を
深
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
な
お
、
棚
田
マ
ッ
プ
に
は
濾
懸
事

項
も
灘
い
て
あ
り
ま
す
が
、
大
勢
の

樗
に
は
心
な
い
行
動
を
と
る
方
も
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
際
は
濾

意
い
た
だ
く
か
役
場
ま
で
連
絡
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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休β診療のお知らせ

預遜噸〉r病’院名1㎜、鑛蕃登’ll猛璽
覇8籟（献髄5リニ，ンクl　H33・1獺町

膿昊纏翻1三lll欝』
鷹離欝弓磁ヨ織穗趨鷺

騰灘濃1盤・
　1瑚撫匿羅i麹

☆緊急に備えて、次のとおり各施設に休β灘番躍（獲締）　が待機

て連絡を取ってしていますが、受診される場合は、必ず電話に

からお患かけください．
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　4月26Eヨ（本〉

　　狂犬病予防注射・犬の登録
　次の会場で猛犬病の予防接種を行います．また、未登録の犬を飼っている場合

は、必ず登録ください。

◆持参するもの

　獲犬病予防濾尉済み票交付葎1講書（黄色い矯紙で4月下旬に送付　予定〉に指

名・捺印のうえ持参してください、

◆料金　3，ま00賜（漸たに犬を飼う場合6，工00糊〉

◆懸男llに波射を受ける場禽

　鰯劉に動物病院で涯財を受ける場余は、表2の動物病隆で受けて下さい。なお、

料金は、集含控蟹会場く表1）で受ける場合より翻轟になりますので、ご漁意くだ

さい。

俵…）濾尉会場と時闘
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　〔表2）個魏に1主尉を受ける場合
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摩
療
（
漂
）

申
療
の
歩
み

　
家
の
畜
魯
に
ツ
バ
メ
が
戻
る
畷

に
な
る
と
、
出
稼
ぎ
か
ら
の
帰
り

道
．
ブ
ナ
の
警
吹
き
の
匂
い
、
春

鵬
に
漏
め
ら
れ
た
土
の
薫
り
な
ど

が
、
風
に
乗
っ
て
流
れ
て
く
る

清
々
し
い
窒
氣
に
感
動
し
た
こ
と

を
思
い
庸
し
豪
す
。

　
中
療
は
、
戦
後
の
闘
擁
に
よ
つ

て
、
昭
癩
二
牽
輔
奪
に
入
植
し
た

新
し
い
集
落
で
す
．
当
初
は
九
欝

の
入
植
奢
が
不
簸
の
療
野
に
挑
ん

で
縄
振
を
続
け
て
奮
ま
し
た
ゆ
食

糧
増
産
と
懲
作
農
に
な
る
た
め
、

集
落
の
上
の
方
に
貯
水
池
を
造
り
、

水
照
の
造
成
に
昼
夜
働
い
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
米
さ
え
取
れ
れ
ば

と
共
岡
作
業
で
山
を
闘
い
た
の
も
、

全
て
入
力
で
の
礁
業
で
す
．
岡
時

に
産
め
よ
増
や
せ
よ
の
時
代
。
子

供
も
産
ま
れ
て
修
学
の
時
期
を
迎

え
、
冬
鯛
の
通
学
が
麓
険
で
あ
る

と
、
県
や
町
の
理
解
を
得
て
、
中

立
山
分
校
中
原
冬
季
分
校
が
闘
校

さ
れ
、
昭
稀
。
、
十
．
母
か
ら
昭
瀦

悶
十
六
驚
ま
で
十
六
銀
問
続
い
て
、

二
牽
入
の
子
供
が
学
習
し
ま
し
た
、

”
先
生
一
・
人
に
｝
年
盤
か
・
り
六
郊
集

濠
で
の
超
複
々
式
学
級
で
、
さ
ぞ

先
生
も
欝
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
、
灘
時
の
先
生
の
繕
記
の
中

に
こ
ん
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま

す
．　

昭
秘
三
十
九
隼
牽
篇
月
果
餓
曇

り
、
欄
掩
の
こ
と
を
門
父
ち
ゃ
ん
鳳

と
呼
子
ど
も
が
い
る
。
無
慧
識
の

う
ち
に
患
る
欝
葉
な
の
だ
ろ
う
か
。

冬
の
間
お
父
さ
ん
の
い
な
い
子
供

た
ち
で
あ
る
。
今
鷺
、
騨
語
の
聴

闘
に
み
ん
な
で
慮
稼
ぎ
の
お
父
さ

ん
へ
、
手
紙
を
書
い
た
．
ど
の
子

供
も
「
お
父
さ
ん
あ
ん
ま
り
無
理

を
し
な
い
で
、
風
郷
な
ど
ひ
か
ず

に
働
い
て
く
だ
さ
い
．
お
烹
産
は

ど
う
で
も
い
い
か
ら
、
早
く
婦
っ

て
琶
て
く
だ
さ
い
、
｝
と
い
う
内

容
で
あ
る
．
輪

　
今
で
は
二
声
の
集
落
に
な
っ
て

し
ま
い
。
人
問
九
人
、
隼
六
牽
須

の
家
族
み
た
い
な
付
き
合
い
で
、

藻
欝
元
気
な
括
気
の
あ
る
斯
と
露

負
し
て
い
ま
す
．
初
代
の
親
た
ち

は
、
ほ
と
ん
ど
之
く
な
っ
て
、
．
、

代
鐵
の
成
長
が
楽
し
み
で
す
。
今

は
無
緯
観
の
時
代
で
す
、
豊
か
な

自
然
の
串
で
生
落
で
き
る
毒
せ
を

中
漂
轟
康
と
と
も
に
滑
動
し
た
い

と
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。
次

は
、
天
水
越
の
饒
藤
輝
鰹
さ
ん
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
す
．
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高橋恋菜ちゃん

天水島（禽〉

灘
鎌
醗
、
望

疑
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購

　ママがお城に行ったところ。お蟹い物

1こ連敢て行ってく駿るのが好き，、

、

淑
》

高沢舞ちゃん

　湯本（谷〉

詔　　　1

’鍵錘・1

灘灘

　チャー八ンやラ…メンを作ってくれま

す。お母さんの策っているところが好き。
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◇4月7β～5趨箕βの予定

工0β　松商入学式

蛎鷺　松之由温泉クロスカント

　　　リースキー大会

28欝　　民イ谷資料遺喜雛緯官

29繕　クリーン大作戦

3段　i寿菜残雲塾5段まで

　　　成入式

◇3月の出来事

29　松高卒』業式

6銀　議会定例会玉4絹まで

8総　松之由串学校卒業式

2i鶏　慮村留学町移管式

23黛　町内小学校卒業式

24撫　由韓留学センター修i露i式
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圃圃回團
おめでた（串生〉

龍一ちゃん　畜絹雄一・美奈子さん

　　　　　　　　　松鷺（瀬元）
葉鍔ちゃん　霧施騒彦・舞子さん

　　　　　　　　　嘗根（町営住宅）

おくやみ（死亡：）

佐藤　マチさん　92歳　天水越（松の麗〉

久保田春夫さん　70歳　縣　懸（横　道）

興慮幸一さん74歳橋誌（窟鰯〉
嵩橋　サイさん　98歳　ヲξ水島（彦　六）

中島　藤松さん　87歳　水　梨（松　奉）

小見展次郎さん雛歳　黒　倉（蔚〉
小菰1チカさん90歳　松之山（与助）
丸山　モトさん97歳藤　禽（試蔵屋〉
小野塚編太郎さん　83歳　東擁（照　中〉

佐藤　澱江さん　74歳　天水越（平　七〉

零3月1鷺から3月3まiヨまでの煽懲分です。

＊広報に載せてほしくない方は、届鐵の時に

　窓口にお誕ください、

　　⑳◎㊨＠
　　　　　　　　　3月3！欝幾｛石

　　総ノ＼撒　　3，IL68ノ曳　（一40〉

　　　　男　王，5麗人（一25）

　　　　女王．644入（一欝）

　　慰帯数　王，鐙5辮（一捻〉

　　　　　　（）内は離月との銘較

町民憲章費轟、，53館7声撒

　わたしたちは松之i、£1町幾です．郷土を愛し、

　みんなでよりよい町づくりをしよう。

町浅の舎露葉

　　1、美しい緑と露rの中で

　　　　　　　心豊かな人になろう
　　支、ブナの楠が触れ倉うように

　　　　　　　連体の心をもとう
　　王、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　魯1造のカを轟めよう

　　温泉定休日
r　工温泉センターマ翠の湯

明151鞭261休謀

月110・2415・31
　　　　駄
翠の湯は4月憲で冬琢偉業となぢ蒙す。
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